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今月の主な内容
市役所の部・課が一部変わります

4 4月12日㈰石川県議会議員選挙の投票日です
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　平成26年度宝くじ助成を受け、黒漆（雄）と朱漆（雌）の
獅子頭を新しく整備しました。今後、地元の祭りやイベ
ントで賑わいと幸せを招き結ぶ舞、活躍が楽しみです。

平成26年度宝くじ助成を受け、黒漆（雄）と朱漆（雌）の
獅子頭を新しく整備しました。今後、地元の祭りやイベ
ントで賑わいと幸せを招き結ぶ舞、活躍が楽しみです。

山中塗り獅子頭（山中青年団）       山中塗り獅子頭（山中青年団）       

※宝くじ助成は、（一財）自治総合センターが
　実施しているコミュニティ助成事業です。
※宝くじ助成は、（一財）自治総合センターが
　実施しているコミュニティ助成事業です。 「スマートウェルネスKAGA」の実現に向けて
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４
月
１
日
か
ら

　市
役
所
の
部
・
課
が
一
部
変
わ
り
ま
す
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OA室

監査委員事務局 議場吹き抜け

傍聴席

売店
トイレ

トイレ

トイレ

トイレ

トイレ
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ホール吹き抜け 記者クラブ
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土木課建築課下水道課経営企画課水道課
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階段 エレベーター
エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

環境安全課

商工振興課企業誘致室

農林水産課

新病院・地域医療推進室

新病院・地域医療推進室

会議室301
会議室302

会議室303

会議室304

会議室305

会議室201
会議室202

会議室301
会議室302

会議室303

会議室304

会議室305

会議室201
会議室202

財政課工事検査室

財政課工事検査室

観光交流課首都圏戦略室
文化振興室 商工振興課企業誘致室

農林水産課

観光交流課首都圏戦略室
文化振興室

都市計画課新幹線対策室

都市計画課新幹線対策室

３階

1階

2階

3階

4階

本館

別館

市役所各課の配置図

市民会館

●健康課（保健センター）は市民会館１階
●教育委員会は市民会館３階
　（スポーツ課、マラソン開催推進室は市民会館１階）
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新しい部・課・室の名称 旧名称 主な仕事の内容 備　考

総　務　部

防災対策課 防災防犯対策課 防災対策 課名・業務の見直し

企画課 （業務内容の見直し） 広報広聴を他課へ

　地域交通対策室 交通対策室 地域交通対策 室名・業務の見直し

市民生活部

環境安全課 環境課 環境政策、防犯・交通安全対策など 課名・業務の見直し

地域づくり推進課 まちづくり課 区長会、まちづくり推進、広報広聴など 〃

　人口減少対策室 人口減少対策 新設

健康福祉部

ふれあい福祉課 障がい福祉課 （業務内容の変更なし） 課名の見直し

子育て支援課 こども課 （業務内容の変更なし） 〃

　こども育成相談センター 幼児教育相談室 （相談・支援機能の充実） 室名・業務の見直し

経済観光部
観光交流課 （業務内容の変更なし）

　文化振興室 文化振興など 新設

建　設　部
都市計画課 （業務内容の変更なし）

　新幹線対策室 北陸新幹線対策 新設

加
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
機
能
強

化
・
体
制
の
一
元
化
を
図
る
な
ど
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
部
や
課

の
名
称
が
一
部
変
更
に
な
る
と
と
も
に
、

配
置
も
変
更
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　変
更
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

●�

市
役
所
に
来
ら
れ
、
課
の
場
所
や
名
称

が
分
か
ら
な
い
と
き
に
は
、
近
く
の
職

員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、
本
館
１
階
の
総
合
案
内
に
は
、

皆
さ
ん
を
ご
案
内
す
る
係
員
が
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●�

別
館
へ
の
連
絡
通
路
は
２
階
・
３
階
に

あ
り
ま
す
。

　市
で
は
、「
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
く
、
利
用

し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
目
指
し
、
加
賀

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
3
月
16
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
デ
ザ
イ
ン
を
大
幅
に
変
更
し
、
知
り
た
い
情

報
に
早
く
、
簡
単
に
た
ど
り
着
け
る
構
成
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
体
の
不

自
由
な
人
や
ご
年
配
の
人
な
ど
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
支
障
な
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　今
後
も
、
一
層
の
内
容
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
づ
く
り
推
進
課
（
広
報
広
聴
係
）　

☎
７
２
‐
７
８
０
２

【
加
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

h
ttp

://w
w
w
.c
ity.ka

g
a
.ish

ika
w
a
.jp
/

◀加賀市ホームページ　トップ画面

４月から変更となる部署

※上記以外の課・室は、これまでどおりです。



大
切
な

 

明
日
を
決
め
る

　そ
の

一
票

　市
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

　る
人
の
み
）
は
、
転
入
前
の
市
町
で
投

　票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ

　の
場
合
、
県
内
に
住
所
が
あ
る
旨
の
証

　明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
最
寄
り
の

　市
役
所
ま
た
は
町
役
場
の
住
民
登
録
担

　当
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
を
お
間
違
え
な
く
！

　自
分
の
投
票
所
を
左
頁
の
表
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
次
の
期
間
中
に
市

内
で
転
居
し
た
人
は
、
投
票
所
を
間
違
え

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦��

平
成
27
年
３
月
27
日
㈮
ま
で
に
転
居
届

を
受
理
さ
れ
た
人

⇒

転
居
後
の
新
し
い
住
所
の
投
票
所

◦��

平
成
27
年
３
月
28
日
㈯
以
降
に
転
居
届

を
受
理
さ
れ
た
人

　

⇒

転
居
前
の
住
所
の
投
票
所

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
！

　投
票
所
な
ど
を
記
載
し
た
入
場
券

（
シ
ー
ル
式
の
は
が
き
）
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
投
票
に
出
か
け
る
と
き
に
は
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　入
場
券
は
、
裏
面
の
シ
ー
ル
を
め
く
る

と
１
枚
に
同
一
世
帯
の
３
人
ま
で
の
名
前

と
投
票
所
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
を
切
り
離
し
て
、
自
分
の
分
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

入
場
券
を
紛
失
し
た
り
、
投
票
日
ま
で

に
届
か
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
投
票
日

当
日
に
投
票
所
で
交
付
し
ま
す
。�

投
票
日
前
で
も
投
票
で
き
ま
す

　投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
事
が
あ
る
人
は
、
期

日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間

　４
月
４
日
㈯
～
４
月
11
日
㈯

時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場
所

　市
役
所
本
館
１
階
市
民
ホ
ー
ル

　
　
　山
中
温
泉
支
所
１
階
ホ
ー
ル

※�

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
を
書
類

に
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
印
鑑

は
不
要
で
す
。
な
お
、
入
場
券
が
届
い

て
い
れ
ば
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

病
院
な
ど
で
も
投
票
で
き
ま
す

　指
定
さ
れ
た
病
院
や
老
人
保
健
施
設
な

ど
に
入
院
、
入
所
し
て
い
る
人
は
、
施
設

内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
各
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す

　身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
な
ど
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
あ
ら
か
じ

 

投 

票 

時 

間 

は

午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で

石
川
県
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
日
で
す

投
票
で
き
る
人
は
・
・
・

　今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、
次

の
両
方
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。

①�

平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

②�

平
成
27
年
１
月
２
日
以
前
に
加
賀
市
に

住
民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
県
内
の
ほ

　か
の
市
町
か
ら
加
賀
市
に
転
入
し
、
投

　票
日
に
引
き
続
き
加
賀
市
に
在
住
し
て

　い
る
人
（
た
だ
し
、
転
入
前
の
直
前
の

４
月
12
日
㈰

4広報かが  2015・４



投票所 区域（町・区）

20 東谷口地区会館 二ツ屋、小坂、横北、水田丸、柏野、須谷、
塔尾

21 山代中学校 山代温泉（21区、22区、24区、25区）、
尾俣、桂谷

22
山代温泉20区
区民会館 山代温泉（16区、19区、20区）

23 ※山代地区会館 山代温泉（11区の１から15区、17区、18区）

24 山代小学校 山代温泉（２区、４区から10区、23区）、
河南、荒木

25
山代温泉１区
区民会館 山代温泉（１区の１から１区の５、３区）

26 別所町民会館 淀、別所（１区から５区）

27 加陽保育園 中代、保賀、黒瀬
28 南郷地区会館 南郷、下河崎、上河崎、吸坂

29 三谷地区会館 日谷、直下、曽宇、百々、百々町住宅、
美谷が丘

30
河南地区会館

山中温泉漆器団地、山中温泉長谷田、
山中温泉日の出団地、山中温泉泉、
山中温泉旭、山中温泉中田、山中温泉二天、
山中温泉宮の杜

31 上原会館 山中温泉塚谷、山中温泉上原、
山中温泉しらさぎ団地、山中温泉加美谷台

32
※ 
山中温泉
文化会館

山中温泉本町一丁目、山中温泉本町二丁目、
山中温泉東町一丁目、山中温泉東町二丁目、
山中温泉湯の本、山中温泉冨士見、
山中温泉白山、山中温泉西桂木、
山中温泉東桂木、山中温泉上野、
山中温泉緑ケ丘

33 山中温泉支所
山中温泉こおろぎ、山中温泉南、山中温泉栄、
山中温泉河鹿、山中温泉湯の出、
山中温泉薬師、山中温泉下谷

34 旧菅谷小学校 山中温泉菅谷、山中温泉栢野、山中温泉我谷、
山中温泉風谷、山中温泉枯淵

35
滝中津原
農事集会場

山中温泉四十九院、山中温泉中津原、
山中温泉滝、山中温泉菅生谷

36 今立町民会館 山中温泉荒谷、山中温泉今立、山中温泉大土、
山中温泉杉水、山中温泉市谷

投票所 区域（町・区）
1 塩屋地区会館 瀬越、吉崎、塩屋（１区から４区）
2 三木地区会館 三ツ、上木、緑が丘、三木、奥谷、橘、永井

3 錦城中学校 錦、関、今出、西栄、西、白望台、
錦城ケ丘、大聖寺雇用住宅

4 市役所
下屋敷、大新道、新屋敷、中新道、東横、
十一、一本橋、南、荒、鉄砲、田原、弓、
菅生町、菅生、熊坂、大同、細坪、白鳥、幸

5 大聖寺地区会館

馬場、越前三ツ屋、中、神明、五軒、魚、
観音、本、八間道、片原、仲、福田、
前鷹匠、奥鷹匠、京、寺、山田鍛冶、
北片原、番場、殿町新組、上福田、新旗陽、
新川、松島、松島団地、下福田、荻生

6 大聖寺保育園
法華坊、金子、木呂場、大名竹、耳聞山仲、
亀、麻畠、耳聞山、新、松ケ根、相生、曙、
新栄

7 錦城東小学校
永、天神下、藤ノ木、敷地、東敷地、
春日、敷地団地、平床、岡、畑、畑山、
朝日、高尾、豊

8 黒崎町民会館 深田、黒崎、片野
9 橋立地区会館 田尻、小塩、橋立、宮

10 金明地区会館 小塩辻、大畠、千崎、宮地、野田、塩浜、
篠原、篠原新

11 湖北地区会館 伊切、源平、手塚、新保、柴山、一白、干拓
12 片山津地区会館 片山津温泉（２区から６区）、潮津
13 片山津小学校 片山津温泉（１区）、片山津町、湖城

14 作見地区会館
冨塚、ときわ台、弓波、作見、
作見町雇用住宅、小菅波、天日、大菅波、
尾中

15 松が丘町民会館
西山田、東山田、北山田、希望が丘、
松が丘（１丁目の１から４丁目の２）、
白山台

16 動橋地区会館 動橋（１区から８区）、瑞穂、中島、
合河、梶井、動橋雇用住宅、八日市

17 分校地区会館 高塚、打越、箱宮、分校

18 庄地区会館 加茂、西島、七日市、七日市新、庄、
桑原、若葉台

19 勅使地区会館 勅使、宇谷、栄谷、松山、清水、河原、
二子塚、上野、森

投 票 所 お よ び 区 域

変更後

23 山代地区会館 32 山中温泉文化会館

投票所が変わります

変更後

加賀体育館

開票所が変わります

め
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、
自
宅
で
郵
便
な

ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　手
続
き
に
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

投
票
日
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

　投
票
日
当
日
は
、
投
票
開
始
と
な
る
午
前

７
時
と
、
投
票
終
了
と
な
る
午
後
８
時
に
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
（
午
後
６
時
に
は
鳴
り

ま
せ
ん
）
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　

☎
７
２
︲
７
８
０
１ 

※の2カ所では投票所が前回と異なりますので、ご注意ください。
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「スマートウェルネスKAGA」「スマートウェルネスKAGA」の実現に向けての実現に向けて
　平成26年6月から、加賀市の将来に向けた産業振興の基本方針・主要施策について、市内企業、大学、金融機関
などを交えた「加賀市産学官連携円卓会議」を開き、検討を行ってきました。「加賀市産業振興行動計画」の骨子
案がまとまりましたのでお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 商工振興課　☎72-7940

１．企業の革新・強化
　①金融機関と連携した訪問相談と民間人材の活用
　②創業支援の拡充
　③ものづくり企業の広域交流の促進
　④企業への情報提供サービスの確立
　⑤店舗立地の支援による商業集積の促進

２．人材の育成・活用・確保
　①若者・女性・高齢者の就業の推進
　②伝統産業の担い手育成

３．技術開発の強化
　①ロボット研究の推進
　②新製品の開発強化
　③大学との連携による技術開発の推進

１．農林水産業の付加価値向上
　①6次産業化の推進

２．地域資源の戦略的活用
　①温泉・農林水産資源・伝統工芸技術の活用・開発
　②坂網鴨など食のブランド化の推進

３．ブランド戦略の強化
　①顕彰・表彰制度の創設
　②ものづくり産業のブランド化の推進
　③伝統産業のブランド化の推進

１．新たな産業群の創造・戦略的企業誘致
＜重点分野＞　①健康・医療・福祉・介護分野
 　　　　　　　　〔ⅰ〕機器製造（医療・介護ロボット関連）　〔ⅱ〕サービス（超高級高齢者施設関連）
　　　　　　　②成長産業分野　
　　　　　　　　 〔ⅰ〕環境・エネルギー関連　 〔ⅱ〕航空・宇宙関連　 〔ⅲ〕自動車関連　
　　　　　　　③統合型リゾート分野
＜誘致活動＞　④企業誘致業務に精通した人材の活用
＜インフラ＞　⑤企業集積ゾーンの候補地選定

Ⅱ　地域資源の活用　－メイドイン加賀の展開－

Ⅲ　新産業の創出　－新たな産業を創造－

I　地場産業の強靱化　－地場産業の基盤強化－

▶加賀市の目指すスマートウェルネスKAGAとは？
　加賀市産業振興行動計画では、加賀市の未来都市像として、魅力ある企業が集積し、人々がいきいきとするまち
「スマートウェルネスKAGA」を目指します。

▶「健康・医療・福祉・介護分野」と「ロボット産業」に着目
　本計画では、「3本の柱の戦略」を核に、「2つの最重点施策」と「5つの重点施策」を掲げています。地域資源を
生かし、健康・医療・福祉・介護分野での新たな産業群の創造や、関連する成長分野であるロボット産業の研究の推進
などを重点的に行い、魅力的な企業や地域の創造を図っていきます。　　　　　　　　　　

　「加賀市産業振興行動計画」骨子（案）について意見を募集します
　現在「加賀市産業振興行動計画」の全体計画の策定準備を進めています。骨子（案）について、市民の皆さんからの
意見を募集します。
●意見公募期間　4月1日㈬～17日㈮
●骨子（案）を閲覧できる場所　商工振興課（市役所別館4階）　※市ホームページにも掲載しています。
●意見提出方法　所定の様式に意見などを記入の上、商工振興課まで持参、郵便・信書便、ファクスまたはEメールで
　提出してください。様式は、商工振興課に配置しているほか、市ホームページからもダウンロードできます。

・ 〒922-8622加賀市大聖寺南町ニ41　加賀市経済観光部商工振興課　
　　　☎72-7940　 72-7991　 shoukou@city.kaga.lg.jp

3 本の
柱の 
戦略

2つの最重点施策

5つの重点施策

加賀市の
未 来

都市像
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①ロボット産業推進事業
　成長が見込まれるロボット産業への参入の糸口や可能性などを研究する研究会を、市
内ものづくり企業や大学関係者などを交えて立ち上げ、調査・研究を進めます。

②（仮称）ロボレーブ世界大会2015 in加賀開催
　長期的なロボット産業人材の育成を目指すため、米国を発祥とする世界的なロボット
教育大会である「ロボレーブ」の世界大会を加賀市で開催します。

③新商品開発助成事業
　中小企業が取り組む新商品・新サービスの開発に要する費用を助成します。大学など
の研究機関と共同で取り組む場合には増額します。

④プレミアム商品券発行事業
　市内の参加店舗で共通使用できる、額面よりもお得な「プレミアム商品券」を発行・
販売します。複数の子どもがいる世帯に対しては、一般よりもプレミアム率を上げ、生
活支援を強化します。

①インターンシップ事業
　市と包括連携協定を結ぶ大学などと連携し、学生向けに市内企業の見学会を実施し
ます。

②若年者Ｕターン雇用奨励事業
　市外からＵターンし、市内事業所に正規雇用された若年者（新規学卒者を除く）と、
その若年者を正規雇用者として6カ月間雇用した市内事業所に奨励金を交付します。

③こまつ・のみ・かが合同就職面接会・説明会
　小松市、能美市と合同で、大学等卒業予定者・若者求職者を対象とした、就職面
接会や就職説明会を開催します。

　本年度、次のような施策を実施し産業振興を進めていきます。

 　平成27年度の主な経済・雇用対策

　「加賀市創業応援ネットワーク」では、市内でこれから創業をお考えの人や創業間もない人を対象に、創業の段階に合わ
せたさまざまな支援メニューを用意し、市・産業団体・金融機関などが連携して応援しています。市役所商工振興課にワン
ストップ相談窓口を設置していますので、気軽にご相談ください。
　なお、本ネットワークによる支援を受けた人は、株式会社を設立するときの登録免許税の軽減や、信用保証協会による信
用保証枠の拡大などのメリットを受けられる可能性があります。詳しくは、お問い合わせください。

＊加賀市創業応援ネットワーク加盟機関
　加賀市、加賀商工会議所、山中商工会、北國銀行、北陸銀行、福井銀行、金沢信用金庫、日本政策金融公庫

　本計画に先駆け、昨年12月に「加賀市中小企業振興基本条例」を制定しており、4月1日から施行します。
　市内の企業数は約3,900ありますが、その99％は中小企業です。本条例では、大多数を占める中小企業の活躍が市内産業
を活性化し、持続的な発展に繋がると考え、がんばる中小企業の振興のための基本的
な考え方を示しています。本条例を踏まえ、さまざまな中小企業の振興施策を推進し、
経済の域内循環の推進、市民生活の向上を図っていきます。

経済対策

雇用対策

新

新

新

新

▲本年2月、ロボット市場を知るセミナー
　を開催

▲昨年11月、市内でロボレーブ親善大会
　を開催

▲昨年実施した合同就職面接会の様子

　「加賀市創業応援ネットワーク」による起業支援

 　4月1日から加賀市中小企業振興基本条例を施行
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平
成
27
年
度
納
期
一
覧

　税
や
料
金
の
納
期
限
は
、
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
納
期
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

　納
付
方
法
は
、
口
座
振
替
納
付
、
町
の

納
税
貯
蓄
組
合
を
利
用
し
た
納
付
、
市
か

ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書
に
よ
る
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
適
宜
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る
場
合

　口
座
振
替
は
一
度
手
続
き
す
れ
ば
、
指

定
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振

り
替
え
ら
れ
る
の
で
便
利
で
す
。

　口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
金
融
機

関
や
市
役
所
、
山
中
温
泉
支
所
、
各
出
張

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

平
成
27
年
度
納
税
通
知
書
に
口
座
振
替
依

頼
書
（
は
が
き
）
が
同
封
さ
れ
て
い
た
場

合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
れ
ば
、

振
替
の
手
続
き
が
完
了
と
な
り
ま
す
。

※
届
出
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら
口
座
振
替

　を
開
始
し
ま
す
。

★
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

　

皆
さ
ん
へ

　口
座
振
替
日
（
納
期
限
）
が
近
づ
い
た

ら
、
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
口

座
か
ら
の
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

「
口
座
振
替
不
能
通
知
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
貯
蓄
組
合
を
利
用
す
る
場
合

　町
の
納
税
貯
蓄
組
合
を
利
用
し
て
、
税

や
料
金
を
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
各
町
の
納
税
貯

蓄
組
合
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
す
る
場
合

　次
の
税
や
料
金
に
つ
い
て
は
、
バ
ー

コ
ー
ド
付
き
の
納
付
書
を
使
え
ば
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
市
民
税
・
県
民
税

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

●
軽
自
動
車
税

●
国
民
健
康
保
険
税

●
上
下
水
道
料
金

税
料
金
課
（
税
料
制
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
１
７

税 税
と
料
金
の
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

納期月
税・料目

納期限
（口座振替日）

軽自動車税 固定資産税
都市計画税

市民税
県民税

国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料 介護保険料 保育園

保育料
市営住宅
使用料

下水道受益
者負担金

上下水道
料金

（年度1回） （年度4回） （年度4回）（年度10回）（年度12回）（年度10回） （毎　月） （毎　月） （年度4回） （毎　月）
平成27年

４月
平成27年
4月30日㈭ １期 ４月 ４月 ４月請求分

５月 6月 1日㈪ １期 １期 ２期 ５月 ５月 ５月請求分

６月 6月30日㈫ １期 １期 ３期 １期 ６月 ６月 １期 ６月請求分

７月 7月31日㈮ ２期 ２期 ４期 ２期 ７月 ７月 ７月請求分

８月 8月31日㈪ ２期 ３期 ５期 ３期 ８月 ８月 ８月請求分

９月 9月30日㈬ ４期 ６期 ４期 ９月 ９月 ２期 ９月請求分

10月 11月 2日㈪ ３期 ５期 ７期 ５期 10月 10月 10月請求分

11月 11月30日㈪ ３期 ６期 ８期 ６期 11月 11月 11月請求分

12月 平成28年
1月 4日㈪ ７期 ９期 ７期 12月 12月 ３期 12月請求分

平成28年
１月 2月 1日㈪ ４期 ８期 10期 ８期 １月 １月 １月請求分

２月 2月29日㈪ ４期 ９期 11期 ９期 ２月 ２月 ２月請求分

３月 3月31日㈭ 10期 12期 10期 ３月 ３月 ４期 ３月請求分

問い合わせ先
税料金課 保険年金課 長寿課 子育て支援課 建築課 経営企画課 水道料金

お客様センター
72-7951

税料制係
72-7814

固定資産税係
72-7816

市民税係
72-7815

国保係
72-7862

後期年金係
72-7867

介護保険係
72-7859

保育係
72-7855

景観住宅係
72-7936

加入促進係
72-7953

平成27年度　税・料金納期（口座振替日）一覧

納付書
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保険制度

該
当
す
る
人
に
は
請
求
書
を
送
付
し
ま
す

　勤
め
先
や
家
族
の
社
会
保
険
に
加
入
し
、
社
会

保
険
の
資
格
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
保

険
証
の
交
付
が
遅
れ
た
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険

証
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
加
賀
市
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

加
賀
市
国
保
）
の
資
格
を
喪
失
し
た
間
に
受
診
し

た
場
合
な
ど
は
、
加
賀
市
国
保
が
医
療
機
関
な
ど

へ
支
払
っ
た
医
療
費
を
「
給
付
費
の
返
還
（
不
当

利
得
）
」
と
い
う
か
た
ち
で
返
還
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
請
求
書
を
送
付
し
ま
す
。

　こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
証
で
受
診
し
た
こ
と

に
よ
り
、
本
来
社
会
保
険
が
負
担
す
べ
き
医
療
費

（
７
～
９
割
）
を
、
加
賀
市
国
保
が
医
療
機
関
な

ど
へ
支
払
っ
た
た
め
で
、
該
当
す
る
人
は
、
そ
の

医
療
費
を
加
賀
市
国
保
へ
返
還
し
、
返
還
し
た
分

を
改
め
て
社
会
保
険
に
請
求
し
て
い
た
だ
く
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　「
不
当
利
得
」
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

社
会
保
険
に
加
入
し
た
際
は
、
14
日
以
内
に
加
賀

市
国
保
の
資
格
喪
失
の
届
出
を
し
、
国
民
健
康
保

険
証
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

資
格
喪
失
の
届
出
を
し
た
後
は
、
現
在
か
か
っ
て

い
る
医
療
機
関
に
必
ず
新
し
い
社
会
保
険
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課

　

（
国
保
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
６
０

国
民
健
康
保
険
の
不
当
利
得

（
資
格
喪
失
後
の
診
療
）
に
つ
い
て

保険制度

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
の
手
続
き

（
就
職
な
ど
で
社
会
保
険
を
取
得

　し
た
と
き
）

　社
会
保
険
を
取
得
し
た
と
き
は
、
必

ず
14
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
人

が
就
職
な
ど
に
よ
り
社
会
保
険
を
取
得

し
た
場
合
、
自
動
的
に
国
民
健
康
保
険

の
資
格
は
喪
失
さ
れ
ま
せ
ん
。
届
出
が

な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
国
民
健
康
保
険

税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、
社
会
保
険
を
取
得
後
、
社
会

保
険
証
が
届
く
ま
で
の
間
に
手
元
に
あ

る
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用
す
る
と
、

後
日
、
不
当
利
得
と
し
て
加
賀
市
が
支

払
っ
た
分
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

　国
民
健
康
保
険
証
、
社
会
保
険
証

　（
扶
養
者
分
も
全
て
）
、
運
転
免
許

　証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、

　認
印

申
請
先

　保
険
年
金
課
（
窓
口
⑨
～
⑪
）
、
山

　中
温
泉
支
所
、
各
出
張
所

新
た
な
保
険
加
入
の
手
続
き

（
退
職
な
ど
で
社
会
保
険
を
喪
失

　し
た
と
き
）

　会
社
な
ど
を
退
職
す
る
と
、
そ
の
職

場
の
社
会
保
険
の
資
格
は
喪
失
し
、
退

職
日
の
翌
日
か
ら
保
険
証
は
使
え
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
新
た
な
保
険

加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
退
職
後

の
健
康
保
険
制
度
へ
の
加
入
は
、「
社

会
保
険
の
任
意
継
続
」「
家
族
の
社
会

保
険
の
扶
養
」「
国
民
健
康
保
険
」
の

3
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

●
社
会
保
険
の
任
意
継
続

　退
職
日
ま
で
に
継
続
し
て
2
カ
月
以

上
の
社
会
保
険
の
加
入
期
間
が
あ
り
、

退
職
し
た
翌
日
か
ら
20
日
以
内
に
届
出

す
る
こ
と
で
加
入
で
き
ま
す
。
保
険
料

の
目
安
は
退
職
時
の
保
険
料
の
2
倍
で

す
（
上
限
あ
り
）
。
最
長
2
年
加
入
で

き
ま
す
が
、
保
険
料
の
納
付
が
遅
れ
る

と
資
格
を
喪
失
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
こ
れ
ま
で
勤
務
し
て
い

た
会
社
の
人
事
担
当
、
ま
た
は
加
入
し

て
い
た
社
会
保
険
の
保
険
者
（
協
会
け

ん
ぽ
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失
と
新
た
な
保
険
加
入
の
手
続
き

国
民
健
康
保
険
、
社
会
保
険
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

●
家
族
の
社
会
保
険
の
扶
養

　収
入
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
加
入
で
き
ま
す
。
被
扶
養
者
と
し
て
加

入
す
る
こ
と
に
よ
る
保
険
料
の
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
（
一
部
保
険
組
合
を
除
く
）
。

　詳
し
く
は
、
ご
家
族
が
勤
務
し
て
い
る

会
社
の
人
事
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
国
民
健
康
保
険

　お
住
ま
い
の
市
町
村
で
加
入
し
ま
す
。

加
賀
市
の
場
合
、
保
険
税
は
前
年
の
所
得
、

固
定
資
産
税
、
加
入
人
数
な
ど
か
ら
当
該

年
度
の
税
額
を
計
算
し
ま
す
。
退
職
後
14

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
退
職
理
由
（
解
雇
・
倒
産
な
ど
）
に

よ
り
、
保
険
税
の
失
業
軽
減
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

　社
会
保
険
の
資
格
喪
失
日
が
分
か
る
も

　の
（
離
職
票
、
離
職
証
明
書
な
ど
）
、

　運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る
も

　の
、
認
印
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　（
失
業
軽
減
を
受
け
る
場
合
）

申
請
先

　保
険
年
金
課
（
窓
口
⑨
～
⑪
）
、
山
中

　温
泉
支
所
、
各
出
張
所

保
険
年
金
課
（
国
保
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
６
０

保険証
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保
険
料
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
、
学
生
納
付
特
例
制
度

　国
民
年
金
は
日
本
に
住
む
20
歳
～
60
歳

ま
で
の
人
が
加
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
学

生
で
も
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
お
よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
カ

月
あ
た
り
の
保
険
料
は
１
５
、５
９
０
円

で
す
。

　保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
や

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
・

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　所
得
が
少
な
く
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

や
失
業
し
た
場
合
に
保
険
料
の
納
付
が
免

除
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　20
歳
以
上
で
も
、
学
生
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

対　

象

　学
校
教
育
法
で
規
定
す
る
大

　学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高
等
学

　校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど

　に
在
学
す
る
人

※
ど
ち
ら
の
猶
予
制
度
を
利
用
し
た
場
合

　で
も
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
就
職
な

　ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

　か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

　「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先

　保
険
年
金
課
（
窓
口
⑨
～
⑪
）
、

　山
中
温
泉
支
所
、
山
代
・
片
山
津
出
張

　所
、
小
松
年
金
事
務
所

保
険
年
金
課
（
後
期
年
金
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
６
１

　

小
松
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
６
１
‐
２
４
‐
１
７
９
１

　　　

学
生
（
20
歳
以
上
）
も
年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
均
等
に

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
所
得
に
応
じ

て
決
ま
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
で
す
。

平
成
27
年
度
の
保
険
料
は
次
の
と
お
り

で
す
。

均
等
割
額

　４
７
、５
２
０
円

所
得
割
率

　９
．３
３
％

申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　均
等
割
額
は
、
被
保
険
者
本
人
と
世
帯

主
の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。
収
入
が

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の
み
の
人
や
収
入

の
な
い
人
な
ど
は
、軽
減
判
定
の
た
め
に
申

告
が
必
要
で
す
。
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

暫
定
保
険
料
に
つ
い
て

　４
月
か
ら
６
月
の
保
険
料
は
、
前
年
の

保
険
料
を
元
に
計
算
し
た
額
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
普
通
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
で
は
な
い
人
）
の
該
当
者
に
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

　ま
た
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
場
合
は
、

２
月
に
天
引
き
し
た
保
険
料
の
額
と
同
額

を
４
月
、６
月
、８
月
に
も
天
引
き
し
ま
す
。

保
険
年
金
課
（
後
期
年
金
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
６
７

保
険
料
の
軽
減
と
暫
定
保
険
料

月額
平成27年
3月分まで

⇒

平成27年
4月分から

全部
支給

41,020円 42,000円

一部
支給

  41,010円～
 　9,680円

  41,990円～
 　9,910円

児
童
扶
養
手
当
の
額
が
変
わ
り
ま
す

　平
成
27
年
4
月
分
（
8
月
振
込
分
）
か
ら
児
童
扶

養
手
当
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
手
当
額
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

※
第
2
子
（
月
額
5
千
円
）
、
第
3
子
以
降
（
一
人

　に
つ
き
、
月
額
3
千
円
）
の
加
算
額
の
変
更
は
あ

　り
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
支
援
課

　

（
児
童
家
庭
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
５
６

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

保険制度

国民年金

子ども
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平
成
27
年
度
に
届
出
を
す
る
場
合

　出
生
や
死
亡
、
死
産
が
あ
っ
た
場
合
や
、

婚
姻
、
離
婚
を
す
る
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ

届
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
各
届
出
は
、
５
年
に
一
度
、
国
勢

調
査
の
行
わ
れ
る
年
度
に
は
、
職
業
の
記

入
も
（
死
亡
届
に
は
産
業
の
記
入
も
）
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
届
出
は
厚
生
労
働
省

の
実
施
す
る
「
人
口
動
態
調
査
」
に
も
活

用
さ
れ
、
そ
の
調
査
結
果
は
、
公
衆
衛
生
、

労
働
衛
生
、
社
会
福
祉
な
ど
の
各
施
策
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　人
口
動
態
調
査
で
使
用
す
る
情
報
は
、

統
計
法
に
よ
り
厳
し
く
守
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

対　

象
　４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

　で
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離

　婚
の
届
出

調
査
方
法　

各
届
出
の
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ

　職
業
を
（
死
亡
届
に
は
産
業
も
）
ご
記

　入
く
だ
さ
い
。

（
記
入
例
）

●
医
師
・
教
員
な
ど
…
「
専
門
・
技
術
職
」

●
一
般
事
務
員
な
ど
…
「
事
務
職
」

●
販
売
店
員
・
営
業
職
従
事
者
な
ど
…
「
販
売
職
」

●
美
容
師
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
…
「
サ
ー
ビ
ス
職
」

※
窓
口
に
「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻

　・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い

（
職
業
・
産
業
例
示
表
）
」
を
備
え
つ
け

　て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
考
の
上
、
記
入

　を
お
願
い
し
ま
す
。
分
か
ら
な
い
場
合

　は
、
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

窓
口
課　

☎
７
２
‐
７
８
８
０

届出帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す

　固
定
資
産
税
の
縦
覧
と
は
、
固
定
資
産

税
の
納
税
者
が
、
土
地
（
家
屋
）
価
格
等

縦
覧
帳
簿
に
て
自
己
の
土
地
や
家
屋
と
他

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
、
適

正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

期　

間

　４
月
１
日
㈬
～
６
月
１
日
㈪

　平
日

　８
時
30
分
～
17
時

場　

所

　市
役
所
税
料
金
課

縦
覧
で
き
る
人

　加
賀
市
の
固
定
資
産
税

　納
税
義
務
者
（
代
理
人
の
場
合
は
委
任

　状
が
必
要
で
す
）

※
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

税
料
金
課

　

（
固
定
資
産
税
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
１
６

税

届
出
対
象
行
為
に
太
陽
光
発
電
設
備
等
が
加
わ
り
ま
す

　加
賀
市
景
観
計
画
で
は
、
良
好
な
景
観
を
形

成
す
る
た
め
、
景
観
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す

と
考
え
ら
れ
る
建
築
行
為
等
に
つ
い
て
、
一
定

の
ル
ー
ル
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
良
好
な

景
観
形
成
に
関
す
る
方
針
に
基
づ
き
、
届
出
の

対
象
と
な
る
行
為
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　４
月
１
日
か
ら
届
出
対
象
行
為
に
太
陽
光
発

電
設
備
等
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
景
観
づ
く
り
の
区
域
区
分

　景
観
計
画
で
は
、
市
全
域
を
対
象
と

し
た
緩
や
か
な
ル
ー
ル
と
、
幹
線
道
路

沿
い
な
ど
景
観
へ
の
影
響
が
大
き
い
地

域
の
ル
ー
ル
、
地
域
住
民
が
話
し
合
っ

て
き
め
細
か
な
景
観
づ
く
り
に
取
り
組

む
区
域
の
３
つ
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

建
築
課　

☎
７
２
‐
７
９
３
６

建築 加
賀
市
景
観
計
画
の
変
更

●景観整備地区
・地域住民が対象区域を設定
・景観ルールを地域住民が設定し、良好な景観形成に努める

●景観形成地域
・主要幹線道路沿道や温泉街など景観形成上重要な地域を対象
・緩やかな景観誘導を行う地域

●景観計画区域
・市全域を対象
・緩やかな景観誘導を行う区域

固
定
資
産
税
の
縦
覧

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出
の
際
の
お
願
い

届
出
対
象

行為の種類
区域の名称

景観計画区域 景観形成地域 景観整備地区

建築物の新築、増築、
改築、移転、外観を変
更することとなる修
繕もしくは模様替え
または色彩の変更

高さ13mを超えるも
の ま た は 建 築 面 積
1,000㎡を超えるもの

高さ10mを超えるも
の ま た は 建 築 面 積
200㎡を超えるもの

全て

太陽光発電設備等を使用または設置する建
築物については、モジュール面積の合計が
100㎡を超えるもの

工作物の新設、増築、
改築、移転、外観を
変更することとなる
修繕もしくは模様替
えまたは色彩の変更

高さが13ｍを超える
もの

高さが10ｍを超える
もの

太陽光発電設備等については、モジュール
面積の合計が100㎡を超えるもの

開発行為（都市計画
法第4条第12項に規定
するもの）

開発面積が10,000㎡
を超えるもの

開発面積が3,000㎡を
超えるもの

市民主体規制誘導区域

市全体を対象とした規制誘導区域
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越
前
加
賀
県
境
の
館
オ
ー
プ
ン
！

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

愛
称
「
カ
モ
ナ
ホ
ー
ル
」
に
決
定
し
ま
し
た

　加
賀
市
文
化
会
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開

館
を
記
念
し
て
、
今
後
と
も
広
く
愛
さ
れ

末
長
く
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
愛

称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地
か
ら

４
７
５
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
中
か
ら
、
加
賀
市
教
育
委
員
会
、

文
化
会
館
指
定
管
理
者
で
選
考
を
行
い
、

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　３
月
25
日
に
授
与
式
が
行
わ
れ
、
受
賞

者
の
皆
さ
ん
に
、
教
育
長
よ
り
賞
状
が
、

ま
た
文
化
会
館
指
定
管
理
者
か
ら
副
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

★
最
優
秀
賞

愛　

称　

「
カ
モ
ナ
ホ
ー
ル
」

愛
称
の
意
味

　旧
加
賀
市
イ
メ
ー
ジ

　キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
か
も
丸
く
ん
」
も

「
鴨
」
で
あ
り
、「
鴨
」
が
こ
れ
ま
で
も

　市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、

　「com
e on

a m
y

house

」
と
い
う 

　有
名
な
ヒ
ッ
ト
曲
に
ち
な
み
、「
ホ
ー

　ル
に
お
い
で
よ
（com

e on
a holl 

）
」

　と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
者

　田た

中な
か 

勲い
さ
お

さ

　
　ん

（
大
聖
寺
上
福
田
町
）

★
優
秀
賞

　保や
す

岡お
か 

直な
お

樹き
さ

　
　ん

（
東
京
都
世
田
谷
区
）

　大お
お

辻つ
じ 

茂し
げ

樹き
さ

　
　ん

（
弓
波
町
）

　今
後
、
加
賀
市
文
化
会
館
（
カ
モ
ナ

ホ
ー
ル
）
が
広
く
親
し
ま
れ
る
こ
と
に
期

待
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
加
賀
市
文
化
会
館　

（
カ
モ
ナ
ホ
ー
ル
）

　

☎
７
７
‐
２
８
１
１

加
賀
市
文
化
会
館
の
愛
称
が
決
定
!

４
月
11
日
㈯
竣
工
式

　石
川
県
と

福
井
県
の
県

境
に
、「
越
前

加
賀
県
境
の

館
」
が
お
目

見
え
し
ま
す
。

玄
関
を
入
る

と
県
境
が
一

目
で
分
か
る

デ
ザ
イ
ン
で
、
目
の
前
に
は
国
指
定
天
然

記
念
物
の
鹿
島
の
森
と
、
北
潟
湖
の
景
色

が
広
が
り
ま
す
。

　館
内
で
は
観
光
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、

越
前
加
賀
の
一
向
一
揆
や
吉
崎
御
坊
な
ど

の
歴
史
、
周
辺
に
生
息
す
る
生
き
物
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
も
と
、
新
し
い
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
開
館
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

住　

所

　加
賀
市
吉
崎
町
ヘ
１
番
１

休
館
日

　火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
開

　館
日
）
、
年
末
年
始

開
館
時
間

　９
時
～
17
時

入
館
料

　無
料

問
観
光
交
流
課　

☎
７
２
‐
７
９
０
０

施設

地
域
医
療
を
守
る
条
例
（
案
）

　議
会
で
は
、
市
民
が
元
気
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
加
賀
市
と
な
る
よ
う
、
市

・
市
民
・
医
療
関
係
者
が
協
力
し
て
、

地
域
医
療
を
守
り
、
市
民
の
健
康
長
寿

を
推
進
す
る
た
め
、「
地
域
医
療
を
守

る
条
例
」
の
策
定
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　条
例
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　４
月
10
日
㈮
～
28
日
㈫

条
例
案
閲
覧
場
所

　議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ジ
、
議
会
事
務
局
、
山
中
温
泉
支
所
、

　各
出
張
所
、
図
書
館
、
各
地
区
会
館

応
募
方
法

　

①
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア

　ド
レ
ス
を
記
入
し
、
見
出
し
に
「
地
域
医
療

　を
守
る
条
例
に
対
す
る
意
見
」
と
明
記
の
上
、

　郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募

②
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
の
閲
覧
場
所
に
設

　置
し
て
い
る
意
見
箱
に
投
函

※
①
、
②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ

　さ
い
。
匿
名
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

 

・
問
〒
９
２
２
‐
８
６
２
２

　

加
賀
市
大
聖
寺
南
町
ニ
41

　

議
会
事
務
局　

☎
７
２
‐
７
９
６
５

　

７
２
‐
５
３
０
５

　

g
ika

i@
c
ity.ka

g
a
.lg

.jp

意見公募

　

h
ttp

://w
w

w
.c

ity.ka
g

a
.　

　
　

ish
ika

w
a
.jp

/g
ika

i/g
ika

i.h
tm

l

★
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　地
域
医
療
を
守
る
条
例
（
案
）
の

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き

　４
月
25
日
㈯

　
　
　
　13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ

　セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
あ
い
り
す

内　

容

　市
民
病
院
長
講
演
・
条
例

　
　
　
　（
案
）
の
説
明

※
詳
し
く
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲県境の館完成イメージ

施設
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統
合
新
病
院
建
設
工
事

進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　統
合
新
病
院
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
病
院
建
物
本
体
の
３
階
の
工
事
を

中
心
に
進
め
て
い
ま
す
。

新
病
院
・
地
域
医
療
推
進
室　

　

☎
７
２
‐
７
８
２
３

統合新病院
【工事の様子】【階段設置工事の様子】

▲3階工事になると、前面の道路からも
　工事の様子が見えるようになってきています

▲病院の1階と2階を結ぶ階段を
　設置している様子

微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
．５
）

微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
．５
）
の

観
測
結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

　大
気
中
に
漂
う
粒
子
の
う
ち
、
粒
径
が

２
．５
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
さ

な
粒
子
の
こ
と
を
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ

Ｍ
２
．５
）
と
い
い
ま
す
。
粒
径
が
非
常

に
小
さ
い
た
め
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り

や
す
く
、
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
石
川
県
で
は
平
成
22
年
度
か
ら

Ｐ
Ｍ
２
．５
の
測
定
を
開
始
し
て
お
り
、

観
測
結
果
に
つ
い
て
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

注
意
喚
起
情
報
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

環境
h

ttp
://w

w
w

.p
re

f.ish
ika

w
a
.　

　

 　

　

lg
.jp

/ka
n

kyo
/p

m
2-5.h

tm
l

　
注
意
喚
起
情
報
が

発
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　Ｐ
Ｍ
２
．５
が
高
濃
度
に
な
る
と
予
測
さ
れ

る
日
に
は
、
石
川
県
が
「
Ｐ
Ｍ
２
．５
に
関
す

る
注
意
喚
起
情
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
発
表
時

刻
は
８
時
頃
ま
た
は
13
時
頃
、
石
川
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
、
報
道
機
関
に
連
絡
さ
れ

ま
す
。
注
意
喚
起
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、

加
賀
市
で
は
広
報
車
で
の
呼
び
か
け
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
更
新
な
ど
を
行
い
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
全
て
の
人
の
健
康
に

必
ず
影
響
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
こ
と
を
行
動
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
や
外
出

　を
な
る
べ
く
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
屋
内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必

　要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の
あ
る
人
、

　子
ど
も
、
高
齢
者
は
よ
り
慎
重
に
行
動
し

　ま
し
ょ
う
。

※
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
＝
１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ

問
環
境
安
全
課
（
生
活
環
境
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
８
５

平
成
27
年
度
集
合
注
射
日
程
表

　生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
は
、
生
涯
１

回
の
登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
６
月
末
ま
で
に
必
ず
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
程
表
の
集
合

注
射
会
場
ま
た
は
動
物
病
院
で
忘
れ
ず

に
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料　

金

　

●
初
め
て
注
射
・
登
録
を
す
る
場
合

　

　６
、１
０
０
円
（
登
録
３
、０
０
０
円

　

 

＋
注
射
３
、１
０
０
円
）

●
２
年
目
以
降
注
射
の
み
を
す
る
場
合

　３
、１
０
０
円

問
環
境
安
全
課
（
生
活
環
境
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
８
５

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
を
忘
れ
ず
に

生活

　

4月
20日㈪

三谷地区会館 10時25分～10時45分
南郷地区会館 11時00分～11時20分
西谷地区会館（菅谷町会館） 13時30分～14時00分
河南地区会館（山中健康センター） 14時25分～14時50分

4月
21日㈫

東谷口地区会館 9時35分～ 9時55分
勅使地区会館 10時10分～10時45分
分校地区会館 11時00分～11時30分
加賀市文化会館 13時30分～14時15分
作見地区会館 14時40分～15時00分

4月
23日㈭

塩屋地区会館 10時20分～10時40分
三木地区会館 11時00分～11時20分
金明地区会館 13時35分～13時55分
橋立地区会館 14時10分～15時00分

4月
24日㈮

湖北地区会館 10時00分～10時40分
湖城町民会館 11時00分～11時30分
加賀地域センター（桔梗ケ丘広場駐車場前） 13時30分～14時10分
庄地区会館 14時35分～15時00分

4月
25日㈯

松が丘町民会館 10時30分～11時30分
片山津地区会館 13時00分～14時00分
動橋地区会館 14時20分～15時20分

4月
26日㈰

山中温泉支所 13時00分～14時00分
加賀市役所 14時30分～16時00分

●集合注射日程 （どの会場でも受けられます）　

※会場へは、飼い犬をしっかりと押さえられる人がお越しください。
※後日、動物病院でも受けられます（料金は各病院へお問い合わせ 
　ください）。
※犬の死亡や、登録事項の変更は、集合注射会場または環境安全課　
　へお申し出ください。
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EVENT
I N V I T A T I O N

イベント・募集

●坪単価　27,400円～40,500円　●1区画の平均価格　約330万円　●分譲地購入割引制度
　2区画以上購入などで最大15％割引　●分譲区画数　18区画　 都市計画課　☎72-7925

山中温泉宮の杜　宅地分譲中

 ●弦楽四重奏による演奏

　ラ・フォル・ジュルネ金沢音楽祭2015テーマ「パシオン・バロック～バッハ、ヘン
デル、ヴィヴァルディ～」の期間中に、「ラ・フォル・ジュルネ金沢」の出演者による
ミニコンサートをお届けします。気軽にクラシック音楽をお楽しみいただけますので、
ぜひお越しください。

5月2日㈯　13時30分～JR加賀温泉駅前／16時～片山津温泉 芸妓検番
出　演：藤

ふじ

原
わら

 朋
とも

代
よ

さ　
　ん(vl)、大

おお

村
むら

 一
かず

恵
え

さ　
　ん(vl)、福

ふく

井
い

 萌
もえ

さ　
　ん(vla)、細

ほそ

川
かわ

 文
ふみ

さ　
　ん(vc)

5月2日㈯　19時～山中温泉 芭蕉の館 

出　演：坪
つぼ

倉
くら

 かなうさ　
　ん(vl)、多

た

田
だ

 由
ゆ

実
み

子
こ

さ　
　ん(fl)、上

うえ

田
だ

 智
とも

子
こ

さ　
　ん(hp)

加賀市合併10周年記念事業　北陸新幹線開業記念
ラ・フォル・ジュルネ金沢「熱狂の日」音楽祭2015「名勝の響　クラシックコンサート」加賀公演

ラ・フォル・ジュルネ金沢音楽祭事務局　☎076-232-8111
　文化振興室　　　　　　　　　　　　　　☎72-7988

　北陸新幹線金沢開業を記念し、毎週末と祝日、JR加賀温泉駅前で賑わいイベント
を開催します。加賀温泉郷ならではのおいしい食べ物や特産品を販売する屋台・
ミニ店舗が出店されるほか、以下の日程でイベントが行われます（4～5月分）。

加賀温泉郷おもてなし祭り

鑑賞
無料

首都圏戦略室　☎72-7900

山中温泉芸妓の踊り
4月18日㈯ 12時40分～／13時40分～
5月 4日㈷ 12時40分～／13時40分～
5月 5日㈷ 12時40分～／13時40分～
5月16日㈯ 12時40分～／13時40分～

山代大田楽
4月 5日㈰ 12時40分～／13時40分～
5月 3日㈷ 12時40分～／13時40分～

ご当地アイドル「エチャケナ」
4月 5日㈰ 14時40分～
4月26日㈰ 12時40分～
5月 3日㈷ 14時40分～
5月31日㈰ 12時40分～／14時40分～

　市内飲食店7店による新・ご当地グルメ「加賀カニごはん」が4月から販売されます。橋立港で水揚げされた香箱ガニ
と地元産米を使った各店オリジナルの「カニごはん」に、旬の野菜・魚の小鉢やデザートがつき、器には九谷焼や山中漆
器を使い見た目も豪華に彩ります。

■販売開始　4月1日㈬
■価　　格　1,800円
※ランチ時間のみの販売となります。

新・ご当地グルメ「加賀カニごはん」デビュー！

店　　名 住　　所 電話番号 販売方法
けんさん亭 山中温泉本町二丁目ナ28 ☎78-0559 限定5食、要予約
割烹 加賀 山代温泉桔梗丘2-73 ☎76-0469 限定5食、予約可

まちカフェ 片山津温泉乙65-2
（加賀片山津温泉総湯2階） ☎74-0550 要予約

日本料理「竹翠」 柴山町と5-1
（ホテル アローレ内） ☎75-8000 限定5食、予約不可

加賀料理 ばん亭 大聖寺東町4-11 ☎73-0141 要予約
くいもん家 ふるさと 小菅波町1-55 ☎73-1135 限定5食、要予約
カーサ フォルトゥーナ
～幸せになる店～ 作見町ラ18-7 ☎74-5088 限定5食、要予約

首都圏戦略室　☎72-7900

※楽器記号
　vl= ヴァイオリン　vla= ヴィオラ 
　vc= チェロ　fl= フルート　hp= ハープ

 ●ハープトリオによる演奏

▲加賀カニごはん　メニュー　一例
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EVENT
I N V I T A T I O N

イベント・募集

・ ①②：加賀市観光情報センター「KAGA旅・まちネット」
☎72-6678

③：山代温泉観光協会　☎77-1144（日・祝日を除く）
文字による情報を利用することが困難な人に、広報かがの点字版・録音テープ版またはCD版を市内の
ボランティアの人たちが製作し、自宅へ郵送します。 ・ 社会福祉協議会　☎72-1500（担当：吉倉）

点字・音訳版「広報かが」を知っていますか？

▲市民スポーツ大会　総合開会式の様子

日本語教室　外国人学習者募集

・ 加賀市都市交流協議会（観光交流課内）
　☎72-7906

と　き／毎週土曜日
　　　　午前クラス　10時30分～12時
　　　　午後クラス　13時30分～15時
ところ／市民会館

要申込

　外国人が日本語を勉強する教室です。会話の練習や日
本語能力試験のお手伝いもします。みんなで楽しく勉強
しませんか。

■受講費　1カ月　500円　
※必ず事前に申込を
　してください。
※土曜日以外を希望する
　場合は応相談。

さくらフェスタ
と　き／4月12日㈰ 11時～ 
ところ／中央公園「セミナーハウスあいりす」横の芝生
　　　　※雨天の場合はセミナーハウスあいりす内

　中央公園のきれいな桜を見に出かけませんか。楽しい
催し物をたくさん用意しています。

■内　容　
　県立大聖寺高等学校吹奏学部による演奏、
　県立加賀高等学校和太鼓部による演奏、

　泉
せん

華
か

菖
しょう

舞
ぶ

美
び

人
じん

による演舞、

　秤
はかり

耀
よう

子
こ

舞踊研究所による演舞、
　紙芝居、模擬店ほか

　まちづくり対抗競技などの紹介や、体育功労賞・スポーツ賞表彰、市民体
育大会開会式、加賀市少年スポーツ教室クラブ合同開講式を行います。

★当日受付可能なイベント
・ニュースポーツ交流会…さまざまなニュースポーツで楽しく遊びましょう。
★要事前申込イベント
・まちづくり対抗競技（グラウンドゴルフ大会、ペタンク大会）
　申込先：加賀市体育協会・各まちづくり推進協議会
・キッズサッカー交流会
　申込先：加賀市体育協会

第2回市民スポーツ大会
と　き／4月11日㈯ 9時～開会式
ところ／加賀市スポーツセンター

参加
無料

加賀市体育協会　☎73-5993／スポーツ課　☎72-7985

　食生活や運動について学習し、
自分や家族の健康づくりに活かし
ませんか。

対　象　市内在住の人(男女問わず)
定　員　25人
　　　　（定員になり次第締切）
受講料　1,200円（調理実習材料代）
持ち物　【講　　義】筆記用具
　　　　【調理実習】エプロン・三角巾(バンダナ)・
　　　　　　　　　　手拭用タオル
※5回以上出席の人には修了証書を授与します。また、
　食生活改善推進員として地域で活動することもでき
　ます。

平成27年度食生活改善基礎講座
と　き／4月24日㈮～7月14日㈫ （全7回）
ところ／市民会館　　申込締切／4月20日㈪

・ 健康課（母子保健係）　☎72-7866

と　き 内　容

① 4月24日㈮
9時～12時

開講式　加賀市の健康づくり
講　義　健診を受けて自分の健康状態を知ろう

② 5月13日㈬
9時～12時

講　義　自分の適量を知ろう 
実　習　バランスのとれた献立を考えてみよう

③ 5月26日㈫
9時～11時 講義・実技　心身ともに健康づくり

④ 6月11日㈭
9時～13時

講　義　食育
実　習　自分たちで考えた献立を作ろう

⑤ 6月22日㈪
9時～12時30分

講　義　生活習慣病予防の食生活
実　習　生活習慣病予防の食事作り

⑥ 7月 3日㈮
9時～13時

講　義　暮らしの中での食品衛生
実　習　バランスのとれた食事作り

⑦ 7月14日㈫
10時～12時

閉講式　食生活改善推進協議会活動紹介
実　習　交流会

要申込

あ
い
う
え
お

地域づくり推進課（男女共同参画係）　☎72-7836
　加賀市各種団体女性連絡協議会事務局　☎73-5529

15 広報かが 2015・4



EVENT
I N V I T A T I O N

イベント・募集

4月その他の行事 加賀百万石ウオーク
申込締切／全て3日前の17時まで 要申込

　桜まつりでしか見られない子ども囃
ばや

子
し

や時代行列を見物し、
お花見も楽しみます。
■と　き　4月11日㈯・12日㈰の2日間限定　13時～15時 　
■集　合　加賀市役所
■料　金　1,000円（お茶付）
■定　員　10人（先着順・最少実施人数1人）

　城下町の面影が残る町並みを散策し、町屋を再生したカフェ
で一服します。
■と　き　4月～6月の毎日　9時30分～11時30分
■集　合　大聖寺駅
■料　金　1,000円（お茶付）
■定　員　10人（先着順・最少実施人数1人）

・ 加賀市観光情報センター
　　　「KAGA旅・まちネット」
　　　☎72-6678

温泉ライダーin加賀温泉郷2015
と　き／5月30日㈯・31日㈰　ところ／加賀市湖北地区（ホテル アローレ 特設会場）

 ≪30日㈯　プレイベント≫
●アローレカップ
　温泉ライダーキッズ in 加賀温泉郷
　未就学児を対象としたペダ
　ルなし自転車レースです。

●自転車教室
　BMXライダー宇

う

野
の

陽
よう

介
すけ

さんによる自転車教室を開
　します。事前の申込は必要ありません。教室時間内
　（14時～16時）に会場へお越しください。
　・必ず自転車を持ってきてください。車種は問いま
　　せん。
　・補助輪を外す練習からBMXの乗り方まで、楽し
　　く自転車に乗る方法をレクチャーします。

 ≪31日㈰　4時間エンデューロ（耐久レース）≫
　参加者募集中です。詳しくは広報かが3月号または温
泉ライダーホームページをご覧ください。
申込締切　5月7日㈭

★両日、レース係員など運営スタッフを募集します！
★会場MC：サイクルライフナビゲーター　絹

きぬ

代
よ

さ　
　ん、

　　　　　　南
みなみ

 隼
はや

人
と

さ　
　ん

　ゲ ス ト：お笑いタレント
　　　　　　　「安田大サーカス」団長安

やす

田
だ

さ　
　ん

　　　　　　自転車ツーキニスト　疋
ひき

田
た

 智
さとし

さ　
　ん

　　　　　　自転車活用推進研究会理事長　小
こ

林
ばやし

 成
しげ

基
き

さ　
　ん

★その他イベント盛りだくさん！

・ ウィズスポ事務局（ルーツ・スポーツ・ジャパン内）
　　　☎0570-550-846【申込】（平日10時～17時30分）
　　　☎03-3478-5566【問い合わせ】（平日10時～18時）

首都圏戦略室　☎72-7900

応援に来てね！
ママチャリでも
参加できます！

　　　「KAGA旅・まちネット」
　　　☎

開催日時 場　所
行事名
4日㈯・5日㈰ 加賀市スポーツセンター
石川県フットサル大会
4日㈯・5日㈰ 片山津野球場・加賀市中央公園野球場
ボーイズ中日本予選（野球）
5日㈰ 加賀体育館
第37回ヤマテイ杯バドミントン競技大会
11日㈯・12日㈰ 加賀市中央公園野球場
第37回東日本軟式野球大会（1部）石川県大会
12日㈰ 加賀市スポーツセンター
ＪＡ杯家庭婦人バレーボール大会
18日㈯・25日㈯ 片山津野球場・加賀市中央公園野球場
第6回北國新聞社旗争奪北陸大会（野球）
19日㈰ 片山津野球場
高松宮杯加賀ブロック（野球）
23日㈭ 加賀市中央公園テニスコート
県高校総体加賀地区予選会（テニス）
25日㈯・26日㈰ 山中健民体育館
加賀市中学校春季バスケットボール大会
25日㈯ 加賀市陸上競技場
第1回加賀市陸上競技記録会
26日㈰ 山中弓道場
第62回山中鳴弦会北陸近県弓道大会
26日㈰ 加賀市中央公園運動広場
第24回県スポレク祭（グラウンドゴルフ）
29日㈷ 加賀市中央公園テニスコート
加賀ライオンズ旗中学校ソフトテニス大会
29日㈷ 加賀市スポーツセンター
第40回春季中学バレーボール大会

http://onsen-rider.kaga.wizspo.jp

温泉ライダー in 加賀温泉郷

 ①大聖寺桜まつりと本陣めぐり

 ②ぶらり散歩と町屋カフェで一服
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対
象
者

　次
の
全
て
を
満
た
す
構
成
員
か
ら
な

　る
グ
ル
ー
プ

●
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
で
制
作
活
動
を
行
っ

　て
い
る
こ
と

●
九
谷
焼
、
山
中
漆
器
な
ど
の
制
作
に
従
事
し

　て
い
る
こ
と

●
概
ね
50
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

助
成
内
容

　販
路
開
拓
を
目
的
と
し
た
展
示
会
な
ど
の
会

　場
借
上
費
、
展
示
会
期
間
中
の
宿
泊
費
、
搬

　送
費
な
ど
の
経
費
の
2
分
の
1
以
内
（
最
大

　30
万
円
）

募
集
期
間

　４
月
1
日
㈬
～
5
月
15
日
㈮

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
、
ま
た

　は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

・
問��

商
工
振
興
課　

☎
７
２
‐
７
９
４
０

　営
利
を
目
的
と
し
な
い
市
民
団
体
が
行
う
環

境
保
全
活
動
に
対
し
て
、
活
動
資
金
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

対
象
団
体

　環
境
保
全
を
目
的
と
し
て
、
市
内

　で
継
続
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

対
象
活
動

①
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
活
動

②
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
に
関
す
る
活
動

③
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
に
関
す
る

　活
動

④
環
境
美
化
の
推
進
に
関
す
る
活
動

⑤
そ
の
他
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活
動

助
成
額

　対
象
費
用
の
２
分
の
１
以
内

　（
上
限
５
万
円
）

申
込
締
切

　４
月
30
日
㈭

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

　ペ
ー
ジ
を
確
認
ま
た

　は
お
問
い
合
わ
せ
の

　上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

・
問��

環
境
安
全
課
（
環
境
政
策
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
９
２

　　市
所
有
の
土
地
を
一
般
競
争
入
札
に
て
売
却

し
ま
す
。
最
低
売
却
価
格
以
上
の
入
札
の
う
ち
、

最
高
金
額
の
入
札
者
を
落
札
者
と
し
ま
す
。
入

札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
受
付
期
間
中

に
入
札
参
加
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
札
物
件

●
１
号
物
件

　小
塩
町
コ
１
４
９
番
５

　

　宅
地
：
７
２
．３
７
㎡ 

（
21
坪
）

　最
低
売
却
価
格
： 

６
７
３
、０
０
０
円

●
２
号
物
件

　小
塩
町
コ
１
４
９
番
７

　宅
地
１
３
０
．０
４
㎡
（
39
坪
）

　最
低
売
却
価
格
：
１
、３
３
９
、０
０
０
円

入
札
参
加
申
込
書
受
付
期
間

　4
月
1
日
㈬
～
10
日
㈮

　平
日

　８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
入
札
参
加
申
込
を
し
て
い
な
い
場
合
は
入
札

　に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

入
札
日
時

　4
月
23
日
㈭

　１
号
物
件

　14
時
～

　

市
で
は
社
会
に
役
立
つ
人
材
を
養
成
す
る
た

め
、
育
英
資
金
の
貸
与
を
行
い
ま
す
。

応
募
の
資
格

　次
の
全
て
を
満
た
す
人

●
市
内
に
3
年
以
上
住
所
を
有
す
る
人
の
子

●
高
等
学
校
ま
た
は
大
学
に
在
学
し
、
品
行
方

　正
か
つ
学
業
成
績
が
優
秀
な
こ
と

●
経
済
的
に
就
学
が
困
難
な
こ
と

●
世
帯
に
税
料
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

貸
与
の
額

　高
校
生

　月
額

　１
５
、０
０
０
円

　大
学
生

　月
額

　３
０
、０
０
０
円

募
集
期
間

　４
月
10
日
㈮
～
５
月
15
日
㈮

応
募
方
法

　加
賀
市
教
育
委
員
会
に
備
え
て
あ
る
申
請
書

　に
必
要
書
類
を
添
え
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

�

・
問�

学
校
指
導
課　

☎
７
２
‐
７
９
７
５

　
　
　
　
　
　
　２
号
物
件

　14
時
30
分
～

入
札
場
所

　市
役
所
別
館
３
階
会
議
室
３
０
４

�

・
問��

財
政
課
（
財
産
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
１
２

　加
賀
市
内
の
９
つ
の
展
観
施
設
で
使
用
で
き

る
お
得
な
共
通
入
館
券
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

料　

金

　３
日
券

　１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　（

75
歳
以
上
は
半
額
）

　
　
　
　１
年
券

　２
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　（

75
歳
以
上
は
半
額
）

利
用
で
き
る
施
設

　石
川
県
九
谷
焼
美
術
館
・

　加
賀
市
美
術
館
・
深
田
久
弥
山
の
文
化
館
・

　鴨
池
観
察
館
・
北
前
船
の
里
資
料
館
・
中
谷

　宇
吉
郎
雪
の
科
学
館
・
魯
山
人
寓
居
跡
い
ろ

　は
草
庵
・
九
谷
焼
窯
跡
展
示
館
・
山
中
温
泉

　芭
蕉
の
館

購
入
先

　各
施
設
窓
口
・
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
旅
ま
ち

　ネ
ッ
ト
・
市
役
所
文
化
振
興
室

問
文
化
振
興
室

　

☎
７
２
‐
７
９
８
８

▲1年券

◀3日券

4月

2015年（平成27年）

17 広報かが  2015・４

加
賀
市
育
英
資
金
貸
与
生
の
募
集

伝
統
工
芸
の
担
い
手
の

販
路
開
拓
を
支
援
し
ま
す

環
境
保
全
活
動
を
応
援
し
ま
す

環
境
基
金
助
成
の
募
集

市
有
地
売
払
い

加
賀
市
展
観
施
設
共
通
入
館
券
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※
平
成
27
年
12
月
末
ま
で
随
時
申
込
で
き
ま
す
。

�

・

建
築
課
（
建
築
係
）

　

☎
７
２
‐
７
９
３
５

と　

き

　５
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮

　10
時
～
16
時
30
分

　（
２
日
目
は
16
時
40
分
ま
で
）

と
こ
ろ

　ア
ビ
オ
シ
テ
ィ
加
賀
２
階

　

　
　
　
　ア
ビ
オ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

定　
　

員

　60
人

受
講
料

　５
、０
０
０
円
（
申
込
時
に
納
入
）

申�

込
方
法

　申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

写
真
１
枚
を
添
付
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
時
に
氏
名
と
生
年
月
日
を
確
認
で
き
る

運
転
免
許
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
・
自
衛
消
防
業

務
講
習
（
追
加
講
習
含
む
）
の
既
修
者
は
、

免
除
さ
れ
る
講
習
が
あ
る
の
で
、
講
習
修
了

証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間

　４
月
６
日
㈪
～
５
月
８
日
㈮

　（
申
込
は
平
日
の
み
）

※ 

受
講
申
込
書
は
消
防
本
部
・
各
消
防
分
署
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�

・
問

　

予
防
課
（
予
防
係
）

　

弓
波
町
２
５
７
番
地

　

加
賀
市
消
防
本
部

　

２
階　

　

☎
７
２
‐
０
１
１
９

　市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事

に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て

住
み
続
け
る
た
め
、
地
震
に
備
え
て
わ
が
家
の

補
強
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
住
宅

　２
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅
で
次

　の
要
件
を
満
た
す
も
の

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
新
築
工
事
に
着

　手
さ
れ
た
も
の

②
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点
が
０
．

　７
未
満
の
も
の
（
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改

　修
工
事
の
み
）

対
象
者

　次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
加
賀
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③
自
己
が
所
有
し
、
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す

　る
た
め
に
耐
震
診
断
な
ど
を
行
う
こ
と

④
前
年
の
年
間
所
得
金
額
が
６
９
０
万
円
以
下

　（
給
与
所
得
の
み
の
場
合
は
前
年
の
年
間
収

　入
金
額
が
９
０
０
万
円
以
下
）
で
あ
る
こ
と

補
助
額

　

●
耐
震
診
断

　全
額
補
助
（
た
だ
し
、
図
面
が  

　無
い
場
合
は
、
現
地
調
査
費
と
し
て
自
己
負

　担
５
千
円
が
必
要
）

●
耐
震
改
修
設
計

　耐
震
改
修
設
計
に
要
す
る

　費
用
の
３
分
の
２
以
内
の
額
（
20
万
円
を
上

　限
）

●
耐
震
改
修
工
事

　耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る

　費
用
の
３
分
の
２
以
内
の
額
（
60
万
円
を
上

　限
。
重
点
地
区
に
あ
っ
て
は
80
万
円
を
上
限
）

試
験
日
・
会
場
・
種
類

●
５
月
24
日
㈰

　小
松
商
工
会
議
所

　10
時
～

　
　
　乙
種
第
４
類

　13
時
30
分
～

　

 

甲
種
、
乙
種
第
１
～
６
類
、

丙
種

●
５
月
31
日
㈰

　石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　10
時
～

　
　
　乙
種
第
４
類

　13
時
30
分
～

　

 

甲
種
、
乙
種
第
１
～
６
類
、

丙
種

　

※
両
日
と
も
、
午
後
の
乙
種
第
４
類
は
、
他
の

　類
と
の
複
数
受
験
は
で
き
ま
せ
ん
。

願
書
受
付
期
間

　

　書
面
申
請

　４
月
９
日
㈭
～
17
日
㈮

　電
子
申
請

　４
月
６
日
㈪
～
14
日
㈫

願�

書
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
石
川
県
支
部

　

　〒
９
２
0
︲
０
９
０
１

　金
沢
市
彦
三
町

　２
︲
５
︲
27

　名
鉄
北
陸
開
発
ビ
ル
７
階

　（
☎
０
７
６
︲
２
６
４
︲
４
８
８
４
）

※ 

願
書
は
消
防
本
部
・
各
消
防
分
署
に
あ
り

ま
す
。

問
予
防
課
（
予
防
係
）
☎
７
２
‐
０
１
１
９

　地
域
や
世
代
を
超
え
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

交
流
大
会
「
ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
、
5
月
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
次
の
競
技
の
参
加
、
ま
た
は

美
術
工
芸
展
出
品
を
希
望
す
る
場
合
は
申
込
先

が
加
賀
市
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
期
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
競
技
参
加
選
手

日　
　

程

　5
月
3
日
㈷
～
31
日
㈰ 

参
加
資
格

　60
歳
以
上
（
昭
和
31
年
4
月
1
日

　以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

※
一
部
年
齢
制
限
の
な
い
部
門
も
あ
り
ま
す
。

募
集
競
技

　卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
マ
ラ
ソ
ン
、

　ボ
ウ
リ
ン
グ
、
囲
碁
、
将
棋

申
込
締
切

　4
月
20
日
㈪

★
美
術
工
芸
展
出
品
作
品

展
示
期
間

　5
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰

　

　
　
　
　
　10
時
～
20
時 

　
　
　

出
品
資
格

　60
歳
以
上
（
昭
和
31
年
4
月
1
日

　以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

出
品
種
目

　絵
画
（
日
本
画
･
洋
画
）
、
彫
刻
、

　工
芸
、
書
、
写
真

展
示
会
場

　石
川
県
庁

申
込
締
切

　4
月
30
日
㈭

【
参
加
・
出
品
申
込
】　
　
　
　
　

　

長
寿
課　

☎
７
２
‐
７
８
６
４

【
ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
こ
と
】

　

ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会　

　

☎
０
７
６
‐
２
５
８
‐
３
１
３
５

18広報かが  2015・４

ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
５
大
会

住
宅
の
耐
震
化
を
支
援
す
る

補
助
制
度
の
申
込
に
つ
い
て

危
険
物
取
扱
者
試
験
︵
第
１
回
︶

平
成
27
年
度

　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
【
前
期
】
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◆ 議会情報　4月の会議◆

委員会名
と　き（上段）
ところ（下段）

教育民生委員会
8日㈬　10時～
301会議室

産業建設委員会
9日㈭　10時～
301会議室

総務委員会
14日㈫　10時～
301会議室

全員協議会
21日㈫　10時～
301会議室

※�日程は変更することがあります。
※傍聴は先着順です。
※�特別委員会（基地・防災、新病院、議
会活性化）については、お問い合わせ
ください。

※�議会ホームページにも掲載しています。
問議会事務局　☎72-7965

◆ 施設情報　４月の開館時間と休館日 ◆

施設名・
問い合わせ先

開館時間（上段）

休館日（下段）
加賀ごみ処理施設、
リサイクルプラザ、
廃棄物処分場
☎73-5600

9時～16時
1、8、15、22、

29日

グリーン・
シティ山中
☎78-5374

9時～16時

1、8、15、22、
29日

いきいきランド・
かが�aim�ＢＳ
☎72-8011

10時～22時
1、8、15、22、

29日

ゆけむり健康村
ゆーゆー館
☎78-5546

10時～22時

7、14、21、28日

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
活
動
へ
の
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
助
成

を
受
け
、
塩
屋
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

獅
子
頭
２
頭
を
購
入
し
、
町
の
活
性
化
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
推
進
課

（
地
域
づ
く
り
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
３
５

　石
川
県
で
は
、
防
災
分
野
の
知
識
・
経
験
が

豊
富
な
人
材
を
「
防
災
活
動
支
援
員
」
と
し
て

登
録
し
、
地
域
へ
紹
介
す
る
「
防
災
人
材
バ
ン

ク
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

町
内
会
な
ど
地
域
で
の
防
災
訓
練
や
学
習
会
に

お
い
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対　

象

　県
内
の
自
主
防
災
組
織
・
町
内
会
な
ど

支
援
活
動
例

　

・
防
災
学
習
会
の
講
師

・
地
域
で
実
施
す
る
防
災
訓
練
の
助
言

・
図
上
演
習
実
施
の
支
援

・
必
要
な
防
災
資
機
材
の
整
備
と
使
用
方
法
の

　助
言

　な
ど

利
用
手
続
き

①
支
援
員
に
依
頼
し
た
い
支
援
内
容
、
派
遣
日

　時
な
ど
を
記
載
の
上
、
紹
介
依
頼
書
を
県
宛

　て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
県
が
依
頼
内
容
に
沿
っ
た
支
援
内
容
、
日
時

　な
ど
を
調
整
し
た
上
で
、
支
援
員
を
紹
介
し

　ま
す
。
紹
介
後
、
依
頼
者
が
直
接
支
援
員
と

　連
絡
を
取
り
、
詳
細
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

③
支
援
員
が
地
域
に
出
向
き
、
支
援
活
動
を
実

　施
し
ま
す
。
終
了
後
、
依
頼
者
は
活
動
報
告

　書
に
必
要
事
項
な
ど
を
記
載
し
、
県
危
機
対

　策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
問
石
川
県
危
機
対
策
課
防
災
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
７
６
‐
２
２
５
‐
１
４
８
２

　協
会
け
ん
ぽ
石
川
支
部
の
平
成
27
年
度
健
康

保
険
料
率
・
介
護
保
険
料
率
は
、
と
も
に
引
き

下
げ
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
料
率
の
変
更
は
４

月
分
（
３
月
分
保
険
料
）
か
ら
で
は
な
く
、
５

月
分
（
４
月
分
保
険
料
）
か
ら
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
料
率

　10
．０
３
％
→
９
．９
９
％

介
護
保
険
料
率

　１
．７
２
％
→
１
．５
８
％

※
ご
加
入
の
都
道
府
県
支
部
に
よ
り
健
康
保
険

　料
率
が
異
な
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
率
は
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
が
対

　象
と
な
り
ま
す
。

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　

石
川
支
部　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
７
６
‐
２
６
４
‐
７
２
０
１

　４
月
１
日
か
ら
、
加
賀
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
「
ア
イ
リ
ス
ね
っ
と
」
が

新
設
さ
れ
ま
す
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
化
し
、
美
し

い
画
面
で
地
域
の
情
報
を
楽
し
め
る
ほ
か
、
緊

急
情
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
際
は
、
24
時
間
対

応
で
い
ち
早
く
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
従

来
の
自
主
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
ア
イ
リ
ス
」（
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
０
３
４
ch
）
と
「
ね
っ
と
ワ
ー
ク
」（
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
０
３
９
ch
）
は
、
４
月
１
日
以
降
も
視

聴
で
き
ま
す
。

視
聴
方
法

　デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
利
用
の
場

　合
は
、
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
ボ
タ
ン
「
11
」

　を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
切
り

　替
わ
ら
な
い
場
合
は
、
設
定
が
必
要
で
す
。

　機
種
に
よ
っ
て
操
作
方
法
が
異
な
る
場
合
が

　あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
テ
レ
ビ
取
扱 

　説
明
書
の
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
」
の
ペ
ー
ジ

　を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入

　世
帯
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
未
対
応
の
テ
レ
ビ
の

　場
合
は
、
お
早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
加
賀
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ　

　

☎
０
１
２
０
‐
７
５
１
‐
１
１
４

加賀市屋内水泳プールは
4月18日㈯・19日㈰加賀
温泉郷マラソン開催の
ため臨時休館します

▲新しく購入した獅子頭のお披露目会

19 広報かが  2015・４

宝
く
じ
の
助
成
金
で
塩
屋
町
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
が
獅
子
頭
を
購
入
し
ま
し
た

協
会
け
ん
ぽ

ご
加
入
の
皆
さ
ん
へ

石
川
県
防
災
人
材
バ
ン
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
開
始
し
ま
す

11
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20広報かが  2015・４

　

２
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
最
大
の
国
民
的
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ン
ゲ
イ
･
パ
レ
ー
ド
」
に
加
賀
市

か
ら
山
代
大
田
楽
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
集
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち

と
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
10
万
人
の
観
客
を
前
に
加
賀
温
泉
郷
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

加賀市都市交流協議会（観光交流課内）☎72-7906

写真：シンガポール日本人会写真同好会提供　前列が山代大田楽

チンゲイ・パレードとは
　伝統的な中国の旧正月行事を由来とし、現在では
シンガポールの豊かな文化と多民族国家を象徴する
一大祭典へと発展しています。首相や政府閣僚など
も参加し、今年は世界13カ国、約1万人が踊り手とし
て参加しました。「チンゲイ（粧芸）」とは装飾を施
した小さなステージや山車のこと。

　田楽とは、中世に都を中心に一世を
風靡し、その後消滅した幻の芸能のこ
と。「大田楽」は田楽をベースに現代
音楽や西洋のリズムを取り入れた躍動
感あふれる楽劇で、五世・野

の
村
むら

万
まん

之
の

丞
じょう

氏により生み出されました。

山
やま

代
しろ

大
だい

田
でん

楽
がく

メンバーの感想
・いろんな民族が協力しあって、よ
　いイベントにしよう、楽しませよ
　うという熱意がすごかった！
・大田楽の踊りに興味を持ってくれ
　た人がたくさんいて、踊り手とし
　て伝えることの大切さを知りまし
　た。今後も交流を深めたいです。

　か
が
や
き
市
民
大
学
校
１
０
０
点
運
動
は
、

日
々
の
中
で
生
涯
学
習
活
動
に
親
し
み
、
人
生

を
豊
か
に
楽
し
く
送
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

そ
れ
ら
の
活
動
の
実
践
を
点
数
化
し
て
1
日
1

点
を
限
度
と
し
て
記
録
し
て
い
く
も
の
で
す
。

新
年
度
を
機
に
、
新
た
な
日
常
の
一
環
と
し
て

生
涯
学
習
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

　加
賀
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

　い
る
20
歳
以
上
の
人

主
な
対
象
活
動

①
県
・
市
・
各
地
区
に
よ
る
講
座
・
教
室
の
受

　講
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

②
読
書
、
美
術
鑑
賞
な
ど
個
人
の
活
動

③
地
区
の
清
掃
活
動
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

④
そ
の
他
、
学
び
や
自
己
の
充
実
の
た
め
に
自

　発
的
に
行
な
う
活
動

参
加
方
法

① 

「
１
０
０
点
運
動
カ
ー
ド
」
を
生
涯
学
習
課

ま
た
は
各
地
区
会
館
で
受
け
取
る
。

② 

１
日
１
点
を
限
度
に
、
活
動
し
た
日
と
活
動

内
容
を
カ
ー
ド
に
記
入
す
る
。

③ 

１
０
０
点
に
な
っ
た
ら
、
カ
ー
ド
を
生
涯
学

習
課
ま
た
は
各
地
区
会
館
に
提
出
す
る
。

※ 

カ
ー
ド
を
手
に
し
た
そ
の
日
か
ら
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
始
め
ら
れ
ま
す
！

●
点
数
を
た
め
る
と
…

　１
０
０
点
達
成
ご
と
に
認
定
証
を
授
与
し
ま

す
。
さ
ら
に
運
動
を
続
け
た
人
に
は
、
３
０
０

点
で
「
市
民
学
士
」
、
５
０
０
点
で
「
市
民
修

士
」
、
１
０
０
０
点
で
「
市
民
博
士
」
の
称
号

を
授
与
し
、
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

★
達
成
者
を
紹
介
し
ま
す

６
０
０
点

　山や
ま
は
た畑 

洋よ
う

二じ
さ

　
　ん

（
白
山
台
）

５
０
０
点

　山や
ま
ぎ
し岸 

美み

ど

り
登
利
さ

　
　ん

（
南
郷
町
）

４
０
０
点

　田た

辺な
べ 

喜き

く

え
久
枝
さ

　
　ん

（
大
聖
寺
荒
町
）

４
０
０
点

　東ひ
が
し

野の 

三み

ち

こ
千
子
さ

　
　ん

（
伊
切
町
）

４
０
０
点

　見み

付つ
け 

眞し
ん
い
ち一

さ

　
　ん

（
高
塚
町
）

３
０
０
点

　村む
ら

野の 
信の
ぶ

子こ
さ

　
　ん

（
大
聖
寺
中
新
道
）

３
０
０
点

　山や
ま

根ね 

ひ
ろ
子こ
さ

　
　ん

（
大
聖
寺
越
前
町
）

２
０
０
点

　大お
お

田た 

美み

え

こ
栄
子
さ

　
　ん
（
大
聖
寺
松
ケ
根
町
）

２
０
０
点

　松ま
つ
し
ま島 

雪ゆ
き

子こ
さ

　
　ん

（
美
谷
が
丘
）

１
０
０
点

　大お
お
す
ぎ杉 

靖や
す

代よ
さ

　
　ん

（
上
河
崎
町
）

　達
成
者
の
皆
さ
ん
に
は
認
定
証
が
交
付
さ
れ
、

新
た
に
５
０
０
点
を
達
成
し
た
山
岸
さ
ん
に
は

修
士
授
与
書
と
記
念
品
、
３
０
０
点
を
達
成
し

た
村
野
さ
ん
、
山
根
さ

ん
に
は
学
士
授
与
書
と

記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
進

呈
さ
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課　

　

☎
７
２
‐
７
９
８
０

100 点運動カード　
記入例▶

◀称号授与書見本

シンガポールは多文化が共存する国
　多民族国家であるシンガポールは「民族間
の調和」を重視した政策を実施しており、建
国50年を経た今では、人種や性別による差別
なく互いの文化を尊重、共存する思想が根付
いています。

今
日
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

か
が
や
き
市
民
大
学
校
１
０
０
点
運
動
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申込締切／発行日（毎月1日）の40日前（先着順）　　広告掲載料／1号広告20,000円、2号広告40,000円、
3号広告60,000円、4号広告（カラー印刷）150,000円、5号広告3,000円

新築家屋に関する
固定資産税の軽減措置

　新築された住宅は、新築後一定期間、
固定資産税額が減額されます。
対象要件　次の2つの要件を備えた住
　宅が対象です。
①専用住宅、または居住部分の割合が
　2分の1以上の併用住宅　
②居住部分の床面積が50㎡（一戸建
　以外の貸家住宅は40㎡）以上280㎡
　以下
減額範囲　居住部分のみ。併用住宅の
　場合、店舗や事務所部分は減額の対
　象になりません。
減額対象　
・床面積が120㎡までの住宅の場合
　…住宅の全て　
・床面積が120㎡を超える住宅の場合
　…住宅の120㎡まで
減額される額　減額対象に相当する固
　定資産税の2分の1
減額期間　住宅新築後3年度分（長期
　優良住宅は5年度分）、3階以上の中
　高層耐火住宅などは新築後5年度分
　（長期優良住宅は7年度分）となり
　ます。また、長期優良住宅として減
　免を受ける場合は申告書の提出が必
　要となります。
�税料金課（固定資産税係）

　☎72-7816

還付金詐欺に
ご注意ください！！　

　「市の職員を名乗って医療費の還付
金があるので口座番号を教えて欲しい
との電話がかかったが、不審だ」など
の問い合わせが市の保険年金課に相次
いでありました。
　これは、医療費の還付金の手続きを
して欲しいと金融機関などのAT M
（現金自動預け払い機）に誘導し、電
話口で指示し振り込み操作をさせる還

付金詐欺と思われます。
　市の職員が医療費の還付金の受取り
について、ATMの操作を誘導するこ
とは絶対にありません。類似の電話内
容で不審に感じたら、一旦電話を切り、
警察や市役所
へお問い合わ
せください。　

�地域福祉課（消費者相談窓口）
　☎72-7854

トライアル雇用
常用転換奨励金制度

　市では、国の「トライアル雇用奨励
金」制度を活用し、試行雇用した求職
者を、国の事業終了後も常用雇用者と
して6カ月間雇い入れた事業者に、奨
励金を支給しています。
　国の「トライアル雇用奨励金」とは、
安定的な就職が困難な求職者を、原則
3カ月間試行雇用し、その適性などを
見極めた上で、常用雇用へのきっかけ
としようとする事業です。日雇労働者
や、経験のない職種に就くことを希望
する人、離転職を繰り返している人
などが、年齢にかかわらず対象になり
ます。

支給金額　
　対象労働者1人あたり5万円
※申請方法など
　詳しくはお問
　い合わせくだ
　さい。

�商工振興課　
　☎72-7940

!?
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LIBRARYとしょかん

今月の休館日
・中央図書館　6、13、20、27日
・山中図書館　3、10、17、24日
開館時間
・中央図書館　
　㈫～㈮は9時～19時、
　㈯㈰㈷㉁は9時～18時
・山中図書館　
　㈪～㈭・㈯㈰㈷㉁とも9時～18時
　　中央図書館　☎73-0888
　　山中図書館　☎78-4441

http://www.kagalib.jp/

問
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夢の名作レシピ
星
ほし
谷
や
 菜
な
々
な
／監修　日本図書センター

だまし絵・錯視大事典
椎
しい
名
な
 健
けん
／監修　あかね書房

食べ物語る ＢＵＮＤＡＮレシピ
ＢＵＮＤＡＮ　ＣＯＦＦＥＥ＆ＢＥＥＲ／著　主婦の友社

名作椅子の由来図典
西
にし
川
かわ
 栄
たか
明
あき
／著　坂

さか
口
ぐち
 和
わ
歌
か
子
こ
／イラスト　誠文堂新光社

4月のイベント
会場 内　容 対象者  　　　　　　　　開　催　日　時

中
央
図
書
館

ちょびっこおはなし会 乳幼児 2日㈭・ 9日㈭・16日㈭・23日㈭・30日㈭　10時～
おはなしの森 幼児・児童 5日㈰・12日㈰・19日㈰・26日㈰　14時～
シニアのためのパソコン生活支援塾 シニア 9日㈭・16日㈭・23日㈭　13時30分～
てくてくおはなし会 幼児・児童 11日㈯　14時～
子ども映画会「かいじゅうたちのいるところ」幼児・児童 19日㈰　10時30分～
春の公園でおはなし会 幼児・児童 8日㈬　10時45分～　場所：古九谷の杜公園
図書館名画座 一般 29日㈷　14時～

山
中
図
書
館

おはなしの泉 幼児・児童 4日㈯・11日㈯・18日㈯・25日㈯　10時30分～
すくすくおはなし会 乳幼児 7日㈫　10時30分～
おでかけ図書館 乳幼児 22日㈬　11時～　場所：山中児童センター

伊
い

藤
とう

 尚
なお

未
み

／著　誠文堂新光社

新潮文庫編集部／編　新潮社

よくわかる LED・発光ダイオードのしくみ
光るメカニズムから青色発光ダイオードまで

あのひと　傑作随想41編

　青色LEDの開発に力を注いだ3人の日本人研究者に、
2014年のノーベル物理学賞が贈られました。本書は、
そのLEDについて、どのようなものか、どこに使われ
ているのか、また、LEDを使った工作も掲載されてい
ます。工作は、大人と一緒にしてくださいね。

児童向け

一般向け

一般向け

児童向け

児童
向け

一般
向け

メルマガ登録はこちら
https://cous.mail-dpt.

　 jp/kaga/

図書館の新着情報を全て、電子メールでお知
らせできるようになりました。ぜひ、ご活用く
ださい。（詳しくは図書館HPへ）

　明治から現代の著名な作家
たちが、思い出すたび胸が熱
くなる人、忘れられない人な
ど、心に刻まれた大切な「あ
のひと」の記憶を書き綴った
随筆集。作家たちの万感の想
いに触れ、新たな一面も発見
できる一冊です。

要申込

と　き：4月8日㈬　
　　　　10時45分～11時15分
ところ：古九谷の杜公園　
　　　　※雨天時は
　　　　　中央図書館
内　容：絵本の読み聞
　　　　かせ、手遊び
　　　　など

春の公園でおはなし会

図書館名画座
と　き：4月29日㈷　
　　　　14時～15時55分
ところ：中央図書館　
　　　　2階視聴覚ホール
タイトル：「グランド・ホテル」

お
す
す
め

図
書



MESSAGE伝言板・市民相談
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  法律相談　 地域福祉課（地域福祉係）☎72-1111

  13時～16時　市民会館　
 【予約制】受付順に各回6人 ／ （　）内は予約開始日です。
104月01日㈬（3月25日㈬　8時30分～）　
  6月 8日㈬（4月 1日㈬　8時30分～）　
  6月15日㈬（5月 8日㈬　8時30分～）
  6月22日㈬（5月15日㈬　8時30分～）
  5月13日㈬（5月 1日㈮　8時30分～） 　

  総合相談　 地域福祉課（地域福祉係）☎72-7854

  10時～15時　
 4月03日㈮　市民会館　　　　　☎72-1500

10日㈮　片山津地区会館　　☎74-0350
  17日㈮　動橋地区会館　　　☎74-1529

24日㈮　山中温泉文化会館　☎78-3311

  司法書士相談　 地域福祉課（地域福祉係）☎72-7854

  13時～16時　市役所相談室　
 【予約制】受付順に各回3～4人（受付は月〜金曜日の9時〜17時）
  4月02日㈭、9日㈭、16日㈭、23日㈭

  消費生活相談　 地域福祉課（地域福祉係）☎72-7854

  月～金曜日　9時～17時　市役所地域福祉課

  育成相談（月〜金曜日） 青少年育成センター　☎73-0118

  相談受付　9時～17時　

  こころの電話（月〜金曜日）☎73-0117

  相談受付　9時～20時　

  あいりす女性相談室（電話相談）☎73-5527

  毎週火・金曜日（12時30分～15時）

みんなの伝言板

無 料 市 民 相 談

イベ
ント

掲載を希望する人は「広報かが」発行日（毎月1日）の25日前までに地域づくり
推進課（広報広聴係）に連絡してください。
（公共性がなく営利目的のみのものは掲載不可）

募　集

募　集

　

平成27年市民芸能春のまつり
「民謡の祭典」　※入場無料
■と　き：4月19日㈰　12時30分～（開場12時～）
■ところ：加賀市文化会館ホール（カモナホール）
■出　演：加賀市民謡会、錦城民謡会、山代民謡会、
　　　　　撥美音ぼたん会、加賀新舞踊初祥会、
　　　　　片山津民謡会
　 加賀市芸能文化協会（加賀市文化会館内）
　　☎77-2811

市民登山　菅
すが

倉
くら

山
やま

（923m）
※参加無料・要申込
■とき・ところ：4月29日㈷　7時
　山中健民体育館駐車場集合（山中温泉加美谷台）
■コース：山中温泉九谷町から往復コース
　　　　（上り3時間、下り2時間）
　　　　　昨年10月に完成した登山道。
　　　　　シャクナゲが多いコースです。
　 ・ 山中山岳会　☎78-5723（家出）
　　　　ネット検索→「山中山岳会ブログ」

第4回初心者ボウリング教室　※要申込
■と　き：①4月9日～5月21日の木曜日
　　　　　　13時30分～15時30分（全6回）
　　　　　②4月13日～5月25日の月曜日
　　　　　　19時30分～21時30分（全6回）
■ところ：百万石リゾートレーン（小松市矢崎町乙1）
■参加費：3,200円（全6回分ゲーム代、教材費含む）
　　　　　貸靴は別途、傷害保険は任意（65歳未満
　　　　　1,850円、65歳以上1,000円）
　　　　　※第1回目に会場にて徴収
■定　員：①②とも各40人
■服　装：動きやすい服装でお越しください。
　 ・ 百万石リゾートレーン　
　　　　☎0761-44-5111（杉田・森田）
　　　　 0761-44-5113

山中鳴弦会弓道教室　※要申込
■と　き：5月11日～7月3日の毎週月・金曜日　
　　　　　20時～21時30分（全16回）
■ところ：山中弓道場（山中温泉塚谷町ト87-3、
　　　　　㈱山中環境サービスの隣 ） 
■参加費：6,000円（スポーツ保険、ゴム弓、教本他）
■対象者：高校生以上の男女
　※経験・未経験を問わず弓道に興味がある人、大
　　歓迎です！
　 ・ 山中健民体育館　☎78-5510

一般テニス教室　※要申込
■と　き：5月11日～10月26日の毎週月曜日
　　　　　19時30分～21時20分（全22回）
■ところ：ゆけむり健康村　テニスコート
　　　　　（山中温泉こおろぎ町イ19）
■参加費：1回600円
■対象者：高校生以上の男女。初心者、初級者でテ
　ニスに興味のある人なら誰でも。
・ 加賀市テニス協会　

　　　☎090-6819-5906（谷村）　
　　　 balu_balu@docomo.ne.jp

平成27年度ものづくり人材
スキルアッププログラム（前期）※要申込
ものづくり企業の管理・監督者を対象とした、生産
現場における効率的な作業手順や管理監督者として
必要な総合的な製造・管理手法を学びます。
■期　間：5月12日㈫～9月4日㈮の4カ月間
■出願締切：4月17日㈮
※詳しくは、お問い合わせください。
・ 小松短期大学庶務課　☎0761-44-3500

　　　 0761-44-3506

小松短期大学　公開講座　※要申込
①着付けと礼法講座
■と　き：5月12日㈫・26日㈫、6月9日㈫・23日㈫、
　　　　　7月14日㈫　19時～20時（全5回）
■受講料：3,000円
■定　員：5人程度
②心理学講座（燃え尽きずに頑張り続ける方法）
■と　き：5月11日㈪　19時～21時
■受講料：無料
■定　員：50人
・ 小松短期大学庶務課　☎0761-44-3500

　　　 0761-44-3506

募　集

募　集

募　集



乳幼児健診

風しん任意予防接種費用助成の継続について

健康相談

休日（夜間）当番薬局

受付時間：13時～14時
と こ ろ：健康課（市民会館内）

内　容 と　き 対　象

4か月半児 10日㈮ Ｈ26.11.16～11.30生
24日㈮ Ｈ26.12.01～12.15生

1歳6か月児 14日㈫ Ｈ25.09. 1～09.15生
28日㈫ Ｈ25.09.16～09.30生

3歳2か月児 9日㈭ Ｈ24. 1.01～ 1.15生
23日㈭ Ｈ24. 1.16～ 1.31生

内　容 と　き 受付時間

骨密度測定相談 6日㈪ 9時～16時
対象：19歳以上の加賀市民

健康相談
こころの健康づくり相談 随時（事前にご連絡ください）

と　き 当番薬局名 電話番号
05日㈰ なかみち若葉薬局 （山　代） ☎76-4215
12日㈰ 大中薬局 （片山津） ☎75-4411
19日㈰ 山代あおぞら薬局 （山　代） ☎77-6000
26日㈰ 中森かいてき山代薬局 （山　代） ☎77-2157
29日㈷ 小林薬局 （片山津） ☎74-0205

�開局時間　9時～18時　※前日20時～翌日9時は、下記の電話または
　　　　　インターホンにより対応します。

ところ：健康課（市民会館内）

問加賀薬剤師会当番薬局　☎090-4682-5941

問健康課（健康増進係）☎72-7865

　先天性風しん症候群の発生予防と風しん流行抑
制のために、風しん任意予防接種費用の助成を
行っています。

●助成実施期間
　4月1日㈬～平成28年3月31日㈭

●対象者
①接種率が低かった年代（昭和54年4月2日～昭和
　62年10月1日生まれ）の男女
②妊婦の配偶者
③妊娠を希望する女性
※平成2年4月2日～平成12年4月1日生まれで接種
　歴のある人を除きます。 ・問健康課（母子保健係）

　☎72-7866

問健康課（母子保健係）☎72-7866

要
予
約

こどもの健康情報

https://cous.mail-dpt.jp/kaga/

妊婦教室

マタニティ教室〜足湯とマタニティフラダンス〜（加賀市民病院）
対　象：妊娠12週以上（他院の通院問わず）　
と　き：10日㈮　　 　　　　　教　室：14時～16時
持ち物：母子健康手帳、足拭きタオル、バスタオル
集合場所：14時までに正面ロビー（テレビ前）に集合
申　込：加賀市民病院新生児室（マタニティフラ係）平日14時～16時　☎72-2100

妊娠期パパママ教室〜妊娠中の体と食生活〜（健康課：市民会館内）
対　象：妊娠期のママとパパ　　と　き：26日㈰
受　付：9時45分～10時　　　  　教　室：10時～12時
持ち物：母子健康手帳、母子保健テキスト
申　込：健康課（母子保健係）　☎72-7866

要
予
約

7か月児離乳食教室※赤ちゃんのお出かけセットを忘れずに！
対　象：平成26年9月生まれ　 と　き：15日㈬
受　付：9時30分～9時55分　　 教　室：10時～11時30分
持ち物：母子健康手帳、乳児相談問診票（7か月）〔記入したもの〕

10か月児子育て教室※赤ちゃんのお出かけセットを忘れずに！
対　象：平成26年6月生まれ　  と　き：16日㈭
受　付：9時20分～9時45分　　 教　室：9時50分～11時30分
持ち物：母子健康手帳、乳児相談問診票（10か月）〔記入したもの〕

赤ちゃん教室
要
予
約

問健康課（母子保健係）☎72-7866

ところ：健康課（市民会館内）

●申請方法
　接種後、申請書に内容のわかる領収書などを添付し
　て健康課に提出してください。後日、助成額を指定
　の口座へ振り込みます。

●助成額（1人1回）
　風しん単抗原ワクチン　　　3,000円
　麻しん風しん混合ワクチン　5,000円

●申請期限
　接種日から1年以内

加賀市メール配信サービス
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今月は「山中温泉医療センター」のお話

診療科など 医療機関名 電話番号 5日㈰ 12日㈰ 19日㈰ 26日㈰ 29日㈷

加賀市医師会休日急病診療（内科）
加賀市民病院内 （ 大 聖 寺 ） ☎72-2100 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

休
日
当
番
医

小 児 科

近藤医院 （ 潮 津 町 ） ☎74-1231 △
竹谷小児科医院 （ 大 聖 寺 ） ☎73-6800 △
刈谷医院 （山代温泉） ☎77-6116 △
山中温泉医療センター （山中温泉） ☎78-0301 △
加賀市民病院 （ 大 聖 寺 ） ☎72-2100 △

山中温泉医療センター（☎78-0301）の土曜日の外来（午前中）は、事前に電話でお問い合わせください。

石川病院（手塚町☎74-0700）診療科は日直担当医により異なりますので、事前に電話でお問い合わせください。

南加賀急病センター（小松市民病院南館1階☎0761-23-0099）内科、小児科。
月～土19時～22時30分、日・祝日9時～12時・13時～22時30分

★加賀市民病院　整形外科の診療についてのお知らせ★
　昨年12月1日から毎週火曜日・金曜日の整形外科の診察は予約患者のみとしていましたが、
　4月1日からは通常どおりに診察を行います。

加賀市�休日急病診療
◎ : 9時～12時30分・13時～16時30分　　△ : 9時～12時 

※加賀市民病院と山中温泉医療センターは、救急告示病院です。診療時間中の受診にできるだけご協力ください。

問山中温泉医療センター　☎78-0301（代表）

　2月23日、今回で9回目になる嶺北・南加賀救急
医療意見交換会が、山中温泉医療センターで開催
されました。この会は、福井大学医学部附属病院、
加賀市民病院、山中温泉医療センター、加賀市消
防が、救急搬送の症例を持ち寄り討議することで、
救急に携わる医療関係者の資質向上を図ることを
目的にしています。県境を越えた救急医療の会議
として平成18年度から毎年開催されています。
　今回は、山中温泉医療センターの井

い
岡
おか

宣
のぶ

人
ひと

内科
科長から、救急搬送された3つの症例が提示され、
いろいろな意見が交わされました。また、福井大
学医学部附属病院で救急医療を担われている寺

てら
澤
さわ

秀
ひで

一
かず

教授と林
はやし

寛
ひろ

之
ゆき

教授からは、熱のこもった助言

県境を越えて救急医療の
意見交換

と解説があり、約50人の参加者が研鑽を積む有意義
な機会となりました。

30日㈭　加賀市役所　
　　　　9時30分～12時／13時～16時

★公開講演
　「少子・高齢化と地域医療」が開催されます

と　き　4月13日㈪　18時30分～
ところ　山中座（山中温泉薬師町ム1）
座　長　大

おお
塚
つか

 八
はっ

左
さ

右
う

さ　
　ん（山中温泉医療センター長）

講　師　橋
はし

本
もと

 正
まさ

良
よし

さ　
　ん（神戸大学大学院医学研究科　  

　　　　　　　　　　プライマリ・ケア医学教授）
※入場無料、申込不要。直接会場へお越しください。
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献血

（夜間や休日などの診療時間外に病院を受診するかどうか判断の目安を提供
しています）※加賀市ホームページからリンクしています。

こどもの救急ホームページ　http://kodomo-qq.jp

救急医療の問い合わせ先　☎ 73-2299（消防本部）



♦第8回雪のデザイン賞関連企画展
　「雪のデザイン賞寄贈作品～
　　　　　　　　　第1回から第7回まで～」
　　今年度、当館で第8回雪のデザイン賞が
　開催されるのを機に、過去のデザイン賞で
　加賀市へ寄贈された作品の中から約20点を
　展示します。
　2日㈭～7月14日㈫　

♦第8回雪のデザイン賞応募作品募集中
　　　　　　　　　　　　（4月30日まで）
　　雪や氷のさまざまな形や現象をモチー
　フにした未発表のオリジナル作品を募集
　しています。プロ・アマ問わず誰でも応
　募可能です。
　賞金：金賞50万円、ラネージュ賞30万円、
　　　　その他の賞もあります。
　※詳しくは雪の科学館ＨＰを確認、また
　　は直接お問い合わせください。　

　　

♦「山中節四季の舞」定期上演
　芸妓による山中節の唄と踊りをお楽しみください。
　毎週土・日曜日・祝日　15時30分～16時30分
　料　金：大人700円、小学生以下350円、入浴券付き1,000円

♦竹灯かりプロジェクト
　　山中座前広場やゆげ街道などを竹灯かり
　でライトアップします。幻想的な雰囲気の
　温泉街にぜひお越しください。
　10日㈮　18時～20時
　竹灯かり設置者：北陸大学の皆さん

♦お雛祭り展＆華展　※観覧無料　
　3月29日㈰～4月5日㈰
♦そば打ち体験教室　※要予約　
　4日㈯　11時～（1鉢2,000円）
♦とうふ作り教室　　※要予約　18日㈯　11時～（800円）

♦がわ市　※雨天決行　
　5日㈰・19日㈰　7時頃～8時頃　

♦陶芸教室　※混雑時は事前予約優先
　　手びねり・絵付け・ろくろでオリジナルの作品をつくりませ
　んか。　5日㈰・12日㈰・19日㈰　10時～16時　
　参加費：各回1,000円～2,000円、講師：長

なが
井
い
 麦
むぎ
さ　
　ん

♦どべちょごしよっさ！
　　春の息吹を感じながら、たんぼの畦に泥を塗りましょう。ま
　だ残っているカモたちを間近に感じながら、泥だらけになって
　みませんか。冬の間に鳥たちが落とした宝物も見つかるかも。
　19日㈰　9時30分～11時30分
　服装・持ち物：汚れてもいい服装、タオル、着替え
　※足のサイズが23.0cm以上はたんぼ長靴の貸出があります。
　　申込時にサイズをお知らせください（先着順）。
　　22cm以下の人は、捨ててもよい運動靴をご用意ください。
　※要申込、参加費として入館料が必要（高校生以下無料）

♦引き札展示
　　引き札は、江戸から大正時
　代頃の商店や問屋などの広告
　チラシです。歴史資料だけで
　なく、美術品としての価値も
　ある印刷物です。　2日㈭～

♦歌仙と連句教室　※参加無料　
　20日㈪　13時30分～

♦木
き
地
じ
挽
び
き体験　※要予約

　汁椀など 3,000円～
　体験時間：約30分
　※木地挽き作品は、職人の拭き
　　漆仕上げ後、お届けします。

♦企画展「宴」
　　酒器にまつわる作品を展示。「魯山
　人のぐい呑みで一杯飲みたい」と称さ
　れることの多い魯山人の酒器は、小さ
　いながらも独自の世界を表現します。
　7月21日㈫まで

♦4月のもてなし　春の展示を行います。

  鴨池観察館

  山中座
  山中温泉 芭蕉の館

●住所：山中温泉本町二丁目ニ86-1　☎78-1720　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は1、8、15、22日〕　●入館料：200円

●住所：山中温泉菅谷町ヘ1-1　☎78-2278　●開館：9時～17時（11月～3月は9時～16時）
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は1、8、15、22日〕　●入館料：無料

●住所：片野町子2-1　☎72-2200　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円

●住所：大聖寺瀬越町イ19-1　☎73-8812　●開館：9時～17時　
●休館日：水曜日（祝日の場合は翌木曜日）〔今月は1、8、15、22、30日〕　
●入館料：無料

●住所：山代温泉18-5　☎77-7111　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は1、8、15、22日〕　
●入館料：一般500円　75歳以上250円

●住所：山中温泉薬師町ム1　☎78-5523　●開館：8時30分～22時
●休館日：年中無休　●入館料：無料

●住所：潮津町イ106　☎75-3323　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は1、8、15、22日〕　
●入館料：一般500円　75歳以上250円

  魯山人寓居跡 いろは草庵

  竹の浦館

  はづちを楽堂

  中谷宇吉郎 雪の科学館

  ろくろの里 工芸の館

●住所：山代温泉18-59-1　☎77-8270　●開館：9時30分～18時　
●休館日：水曜日（祝日は開館）〔今月は1、8、15、22日〕　●入館料：無料

約1,000個の竹灯かりが設置されます▶

▲独特の色合いや図柄が魅力の引き札

▶ガンやカモがこわし
　た畦を、泥を塗りこ
　んで直します

職人の技を間近で見るチャンス！▶

▲募集ポスター

第6回金賞作品　 
截
きり
金
かね
硝
がら
子
す
「雪
ゆき
明
あか
り」山

やま
本
もと
茜
あかね
（京都府）▲

INSTITUTION4月の催し
G U I D E
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※ 各施設入館料　高校生以下・障がいのある人などは無料です。



♦「染付とよばれたやきもの」展
　　「九谷五彩」と呼ばれる色絵の
　具をふんだんに用いた上絵磁器と
　ともに、染付の作品は加賀の地で
　も連綿と作り続けられてきました。
　白と青のコントラストで鮮やかに
　表現された染付の世界をご覧くだ
　さい。　5月10日㈰まで

♦魅惑の九谷優品展（前期展）　1日㈬～9月30日㈬

♦季節の展示「桃の節句」
　　昭和初期の雛人形や春らしい梅文様の着物などを展示します。
　5日㈰まで

♦企画展「印
しるし
半
ばん
纏
てん
にみる意

デザイン
匠」

　　印半纏は今でいう会社の制服
　のようなものですが、北前船に
　関わる人たちが着ていた印半纏
　などの染織品から、いろいろな
　家紋や屋号を紹介します。
　4月下旬～
　
♦館内では他にも船箪笥や古文書、
　船の中で使われた道具など北前
　船に関するさまざまな資料を展
　示しています。

♦平成26年度冬期企画展
　九谷のカタチ　
　～酒器・花器・壷類にみるデザイン～
　　絵付けと並び、器胎成形にも卓
　越した技をみせた再興九谷・江沼
　諸窯。今回展示の、宴席に欠かせ
　ない酒器類や、空間を彩る花器・
　壷類を通して、その器胎に表現さ
　れたデザインと成形技術の高さを
　感じてください。6日㈪まで

♦平成27年度春期企画展　8日㈬～7月6日㈪
♦ミュージアムショップ・ミニテーマ展｢お茶の器あれこれ｣
　13日㈪まで 
　※15日㈬～7月13日㈪まで新しいテーマにて開催します。　　
　　お楽しみに。　　
♦蹴

け
ろくろ成形や上絵付けも体験できます。　

　詳細はお問い合わせください。

♦収蔵名品展「美術館に眠る“お宝”たち」
　　北陸新幹線金沢開業を記念し、普段はあまり公開されない作
　品を中心に美術館に眠る“お宝”の数々を一堂に展示します。
　加賀市ゆかりの作家作品だけでなく、浦

うら
上
かみ
玉
ぎょく
堂
どう
、金
かな
島
しま
桂
けい
華
か
、北
きた

　大
おお
路
じ
魯
ろ
山
さん
人
じん
ら、美術史上著名な作家による優品も展観。硲

はざま
伊
い
之
の

　助
すけ
の初期作品「女の背」（大正6年［1917］

　作、第5回二科展出品）は初公開であり、
　注目です。　20日㈪まで

♦第71回　現代美術展　加賀展
　　石川県内最大規模を誇る公募展「現代美術展」の巡回展です。
　県内在住の文化功労者、日本芸術院会員、重要無形文化財保持
　者（人間国宝）を筆頭とした
　石川の美術界をリードする作
　家から新進気鋭の作家まで、
　所属会派を超えた幅広い作家
　の作品を、一堂に紹介します。
　25日㈯～5月6日㉁

♦今月の水彩画教室　06日㈪　
　講師：長

は
谷
せ
川
がわ
 清
きよし
さ
ん

♦今月の筆ペン教室　16日㈭　講師：荒
あら
木
き
 暁
ぎょう
月
げつ
さ
ん

♦聴山房展「小
お
幡
ばた
猛
たけし
 水彩画展」※入場無料

　　小幡さんは小さい頃から絵が好き
　で、63歳頃から趣味で水彩画を描い
　ています。今回は「白山と睡蓮を描
　く」というテーマでの水彩画展です。
　1日㈬～15日㈬

♦聴山房展「山
やま
内
うち
和
かず
子
こ
 写真展」※入場無料

　　坂井市三国町の写真愛好家・山内
　和子さんの写真展。二科展入賞作品
　をはじめ、冬山を中心に自然が織り
　なす美しい風景や動植物、人物など
　を捉えています。
　17日㈮～5月1日㈮

♦聞こう会「雪の科学館の20年と白山の雪」
　※聴講無料
　　雪の科学館において、中谷宇吉郎や雪の魅
　力を発信し、入館者のニーズに対応してきた
　お話や、白山の雪渓や雪形と向き合った歩み
　を回顧し、山の文化館との接点を考えます。　
　26日㈰　13時30分～15時　2階談話室にて
　講　師：神

かん
田
だ
 健
けん
三
ぞう
さ　
　ん

　（中谷宇吉郎雪の科学館前館長、中谷宇吉郎雪の科学館友の会会長）

●住所：橋立町イ乙1-1　☎75-1250　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円　◆館内無料ガイド
：解説ガイドによる館内のご案内をしています（事前予約申込必要）

●住所：大聖寺地方町1-10-13　☎72-7466　●開館：9時～17時（入館は16時30

分まで）　●休館日：月曜日（祝日は開館）〔今月は6、13、20、27日〕　
●入館料：一般500円　75歳以上250円 　◆館内無料ガイドツアー：当館では、
学芸員・解説ガイドによる館内のご案内をしています。どうぞご利用ください。

●住所：作見町リ1-4　☎72-8787　●開館：10時～18時（入館は17時30分まで）
●休館日：火曜日（祝日は開館）および展示替期間〔今月は7、14、21～24日〕
●入館料：展示内容によって変わります

●住所：大聖寺番場町18-2　☎72-3313　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日（祝日は開館）〔今月は7、14、21、28日〕　
●入館料：一般300円　75歳以上150円

●住所：山代温泉19-101-9　☎77-0020　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日（祝日は開館）〔今月は7、14、21、28日〕　
●入館料：一般310円　75歳以上150円

  九谷焼美術館

  九谷焼窯跡展示館

  加賀市美術館

  北前船の里資料館

▲動橋川から見た早春の白山

▲日
にち
暈
うん
（荒島岳頂上）

▲宮
みや
本
もと
屋
や
窯
かま
　赤
あか
絵
え
雲
うん
鶴
かく
図
ず
盃
さかずき
（左）

　九
く
谷
たに
本
ほん
窯
がま
　赤
あか
絵
え
方
ほう
氏
し
墨
ぼく
譜
ふ
紋
もん
徳
とっく
利
り
（右）

　〔個人蔵〕

金島桂華
四
し
季
き
花
か
鳥
ちょう
図
ず
屏
びょう
風
ぶ

（部分）〔個人蔵〕▶

▲角
かく
皿
ざら
　藍
あい
九
く
谷
たに
〔個人蔵〕

▲昨年の会場風景

  深田久弥 山の文化館

▲神田健三さん

◀北大路魯山人
　赤
あか
絵
え
鉢
ばち
ニ
に
果
くだ
物
もの
図
ず

　〔個人蔵〕

▲印半纏

INSTITUTION施設ガイド
G U I D E
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※このコーナーでは、市内の文化・教養施設のイベント情報などを紹介します。



春
の
野
山
を
歩
い
て

　
　自
然
に
親
し
も
う

春
の
野
山
を
歩
い
て

　
　自
然
に
親
し
も
う

橋
立
自
然
公
園

橋
立
自
然
公
園

▶北陸新幹線金沢開業の日を迎えま
した。この間東京に行きましたが、
駅に北陸新幹線のポスターがたくさ
んはってあったり、新幹線が描かれ
たお菓子が駅のコンビニにも売って
いたりして、本当に開業したんだな
あと実感しました。この話をすると
「東京には新幹線で行ったの？」と
聞かれますが、残念ながらまだ新幹
線そのものには乗れていないので、
今度は実際に乗ってみて内部からも
実感したいものです。�

あとがき

今月が納期です

加賀市の人口

※「広報かが」は、再生紙を利用しています。
　雑誌古紙として処理されれば再生可能です。

kouhou@city.kaga.lg.jp　 http://www.city.kaga.ishikawa.jp/

4月30日㈭まで

後期高齢者医療保険料（１期分）
上下水道使用料・保育料・市営住宅使用料（各月分）

▲オオタチツボスミレ

と　き 内　容

4月 5日㈰13時30分～ キノコのさいばい体験
5月17日㈰ 9時～ 春の野鳥と虫を楽しもう
6月20日㈯19時～ ホタルを観察しよう
7月11日㈯19時～ 光に集まる虫を観察しよう
8月22日㈯13時30分～ 竹でいろんなものを作ろう
9月27日㈰10時～ 秋空に手作りたこをとばそう

10月17日㈯13時30分～ 木の実でビンゴをしよう
11月14日㈯ 9時～ 紅葉と樹木の冬支度を見よう
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平成27年度 橋立自然公園体験イベント
※要申込・詳細は随時広報かがに掲載します

▲シュンラン

▲ピクニック広場のヤマザクラ

▲ショウジョウバカマ

▲羽を休めるホオジロ
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ま
た
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公
園
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に
あ
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「
ヤ
マ
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ク

ラ
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」
や
公
園
中
央
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
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で
は
、
淡
紅
色
の
花
を
ま
と
っ
た
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
木
々
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
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ま
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た
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歩
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よ
う
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整
備
さ
れ
て
い
ま
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園
内
で
は
、
花
の
蜜
を
吸
う
蝶
や
ミ
ツ
バ

チ
な
ど
の
昆
虫
や
、
普
段
、
街
で
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こ
と

が
で
き
な
い
ホ
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ど
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ず
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観
察
で
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策
を
始
め
る
に
は
、
今
は
良
い
季
節

　
　
　

で
す
。
皆
さ
ん
も
、
双
眼
鏡
や
図
鑑

を
持
っ
て
、
里
山
の
生
命
の
息
吹
き
を
探
し

に
、
橋
立
自
然
公
園
を
散
策
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲旧北前船主別邸跡地から眺める白山

▶暖かくなり、ジョギングやウオーキ
ング、様々な運動をする人を見かけ
ます。冬の間に重くなった体を少しで
も身軽に、固くなった体を少しでも柔
軟にと手始めにウオーキングを考え
ています。春の陽気に誘われ、あれも
したい、あちらこちらへ出かけてみた
い誘惑が頭の中を駆け巡りますが、
灯台下暗しです。橋立自然公園をはじ
め身近なところから始めたいと思っ
ています。最初の一歩は靴の新調か
ら始めたいと思います。�

▪3月1日現在：住民基本台帳から　〔先月比〕
人　口 … 70,051人〔−85〕
　男…33,011人〔−45〕　女…37,040人〔−40〕
     2月中の	 出生：49人	 転入：96人
  　人口異動	 死亡：86人	 転出：144人

世帯数 … 28,775世帯〔−32〕
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